
主な内容

◆関西電力（株）久美浜原子力発電所立地計画の中止を回答

◆行革推進かつ地域振興型　京丹後市の予算

◆京丹後市役所と郵便局が新たな協力関係

　　　　　　便利で、より安全・快適な市民生活を支援

◆「京丹後市行財政改革推進計画」を具体化するため

　　　　　　　　　　　　新たに４つの方針などを策定

障害者福祉センター「桃山の里」

　スポーツの振興のみならず、教育、福祉、文化の向上など幅広い分野で地域の活性化に関して互いに

連携・協力を図っていく「包括協力協定」を締結した「京都ファイアーバーズ」の監督・江本孟紀さん

（中央）が、4月からの障害者自立支援法の施行を前に、中山市長（前列右）とともに社会福祉法人あ

みの福祉会が運営する障害者福祉センター「桃山の里」（網野町網野）を激励に訪問。

　通所されているみなさんと、笑顔いっぱいに和やかなふれあいを深めました。

2006
平成18年

4月号
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回　答　書 

関
西
電
力

関
西
電
力
（
株
）

（
株
） 
関
西
電
力
（
株
） 

久
美
浜
原
子
力
発
電
所
立
地
計
画
の
中
止
を
回
答

久
美
浜
原
子
力
発
電
所
立
地
計
画
の
中
止
を
回
答 
久
美
浜
原
子
力
発
電
所
立
地
計
画
の
中
止
を
回
答 

青
木
取
締
役
副
社
長
（
左
）
か
ら
回

答
文
書
が
中
山
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

　
関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
三
月

八
日
、
京
丹
後
市
の
「
久
美
浜
原

子
力
発
電
所
計
画
の
撤
回
に
関
す

る
申
し
入
れ
」
に
対
し
て
、
同
計

画
を
撤
回
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

　
回
答
内
容
は
、
関
西
電
力
株
式

会
社
が
昭
和
五
十
年
に
旧
久
美
浜

町
に
対
し
て
行
っ
た
「
原
子
力
発

電
所
設
置
の
た
め
の
事
前
調
査
の

申
し
入
れ
」
を
撤
回
し
、
設
置
計

画
を
中
止
す
る
と
い
う
も
の
で
、

こ
の
日
、
関
西
電
力
株
式
会
社
の

青
木
取
締
役
副
社
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
中
山
市
長
に
回
答
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
後
に
市
役
所
会
議

室
お
い
て
関
西
電
力
株
式
会
社
が

行
っ
た
報
道
機
関
へ
の
記
者
会
見

で
、
同
社
の
毛
利
立
地
室
長
が
計

画
を
中
止
し
た
理
由
に
つ
い
て「
先

行
き
の
電
力
需
要
が
従
来
に
比
べ

一
層
緩
や
か
な
伸
び
に
な
る
と
見

通
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
発
電
所

用
地
の
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な

い
う
え
に
、
今
回
の
申
し
入
れ
に

よ
り
、
京
丹
後
市
の
ご
理
解
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
」

と
説
明
。
中
山
市
長
は
、
関
西
電

力
株
式
会
社
に
「
こ
れ
ま
で
の
経

過
・
状
況
を
ご
賢

察
い
た
だ
き
、
手

つ
か
ず
だ
っ
た
地

域
の
振
興
に
で
き

る
限
り
の
応
援
を

お
願
い
し
た
い
」

と
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
蒲
井
・
旭
地
域
で
の

振
興
施
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い

ま
ま
三
十
年
以
上
も
経
過
し
、
こ

の
間
に
尽
く
さ
れ
た
地
元
の
み
な

さ
ん
の
ご
労
苦
や
地
域
の
振
興
を

願
う
熱
い
真
剣
な
思
い
の
積
み
重

ね
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
こ

の
た
び
策
定
し
た
「
蒲
井
・
旭
地

域
振
興
計
画
（
案
）
」
を
基
に
、
行

政
を
は
じ
め
関
係
者
が
一
丸
と
な

っ
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。 

蒲井浜 
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子ども安心パトロール車　発進子ども安心パトロール車　発進 子ども安心パトロール車　発進 

愛情の絆で走るにこにこカー愛情の絆で走るにこにこカー 愛情の絆で走るにこにこカー 

　「にこにこカー」の出発式の後、江本孟紀さんは社
会福祉法人あみの福祉会が運営する障害者福祉センタ
ー「桃山の里」（網野町網野）を激励のため訪問し、通
所されているみなさんと和やかなひとときを過ごされ
ました。 
　通所されているみなさんは、「実物の方が男前ですね」、
「野球選手はやっぱり大きいですね」と握手や記念写
真をお願いするなど、江本さんを大歓迎。最後にお礼
として、全員で歌を歌うとともに、手づくりのパンや
陶器をプレゼントされました。 

江本さんは、一人ひとりにやさしく声をかけられるなど、
笑顔あふれる楽しいひとときを過ごしました。 

障害者福祉センター『桃山の里』で障害者福祉センター『桃山の里』で 

和やかなふれあい和やかなふれあい 

京都ファイアーバーズ　江本孟紀さん京都ファイアーバーズ　江本孟紀さん 

障害者福祉センター『桃山の里』で障害者福祉センター『桃山の里』で 

和やかなふれあい和やかなふれあい 

京都ファイアーバーズ　江本孟紀さん京都ファイアーバーズ　江本孟紀さん 

障害者福祉センター『桃山の里』で 

和やかなふれあい 

京都ファイアーバーズ　江本孟紀さん 

　
地
域
の
大
人
が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
市
内
の

複
数
の
民
間
企
業
か
ら
多
額
の
寄
附
を

受
け
導
入
し
た
「
子
ど
も
安
心
パ
ト
ロ

ー
ル
車
」（
愛
称
・
に
こ
に
こ
カ
ー
）
の

出
発
式
を
三
月
六
日
に
市
役
所
峰
山
庁

舎
前
で
行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
や

学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、
包
括
協
力
協

定
を
締
結
し
た
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ

ー
ズ
」
の
監
督
・
江
本
孟
紀
さ
ん
な
ど

約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
出
発
式
で
は
、
中
山
市
長
が「『
に
こ

に
こ
カ
ー
』
は
、
極
め
て
有
効
で
画
期

的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
大
き
な
期
待

を
抱
い
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行

う
と
と
も
に
、
江
本
さ
ん
が
「
す
ば
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
も

ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

協
力
を
約
束
。
市
長
や
江
本
さ
ん
な
ど

七
人
か
ら
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
な
ど
に
「
に

こ
に
こ
カ
ー
」
の
キ
ー
を
贈
呈
し
た
後
、

児
童
を
代
表
し
て
峰
山
小
学
校
児
童
会

長
の
古
橋
さ
あ
や
さ
ん
が
「
み
な
さ
ん

に
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

力
い
っ
ぱ
い
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん

ば
れ
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。 

　
市
で
は
、
今
回
、
寄
附
金
を
基
に
「
に

こ
に
こ
カ
ー
」
七
台
を
購
入
。
当
面
は

教
育
委
員
会
と
各
教
育
分
室
に
配
置
し
、

運
行
は
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な

さ
ん
、
ま
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か

た
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
登
下
校
時

を
中
心
に
、
バ
ッ
ハ
原
曲
の
明
る
く
軽

快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
の
巡
回

指
導
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
た

め
、「
京
丹
後
市
子
ど
も
を
守
る
基
金
」

を
設
置
し
、
賛
同
い
た
だ
け
る
か
た
か

ら
の
善
意
で
台
数
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

江本孟紀さん（左から２人目）、

中山市長（中央）などがテープ

カットを行い出発を祝いました 

巡回に出発する 

　　「にこにこカー」 
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一
般
会
計 

　
対
前
年
度
一
・
八
％
減 

284億5,000万円 

236億9,050万円 

  61億1,800万円 

    4億3,800万円 

68億9,000万円 

42億7,200万円 

7億1,200万円 

17億3,000万円 

4億4,000万円 

28億9,400万円 

5,900万円 

200万円 

3,410万円 

　　 　9,180万円 

　　　700万円 

　　　260万円 

75億2,225万円 

15億8,527万円 

59億3,698万円 

596億6,275万円 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　土地取得事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

公営企業会計 

　　水道事業 

　　病院事業 

総　合　計 

歳
　
入 

� 

� 

予
算
総
額 

一
般
会
計 

会
計
の
区
分 

　
市
の
会
計
は
、
大
き
く
「
一
般

会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
、
「
公
営

企
業
会
計
」
の
三
つ
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。 

　
「
一
般
会
計
」
は
、
道
路
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
基
本
的
な
行
政

事
業
を
行
う
会
計
の
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、「
特
別
会
計
」
と
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の

支
出
に
充
て
て
事
業
を
行
う
場
合

な
ど
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
も
の
で
、
市
で
は
十
四
の

特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
収
益
が
あ
る
水
道
事
業

と
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

き
、「
公
営
企
業
会
計
」
と
し
て
設

け
て
い
ま
す
。 

     

　
一
般
会
計
が
二
百
八
十
四
億
五

千
万
円
、
特
別
会
計
が
十
四
会
計

を
あ
わ
せ
て
二
百
三
十
六
億
九
千

五
十
万
円
、
公
営
企
業
会
計
が
二

会
計
を
あ
わ
せ
て
七
十
五
億
二
千

二
百
二
十
五
万
円
と
な
り
、
総
額

は
、
五
百
九
十
六
億
六
千
二
百
七

十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
会
計
は
、
平
成
十
七
年
度

に
比
べ
五
億
三
千
万
円
、
一
・
八

％
減
額
を
行
う
な
ど
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た「
行
革
推
進
型
（
緊
縮

型
）」の
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

　
予
算
は
、
収
入
と
し
て
の
「
歳

入
」
と
、
支
出
と
し
て
の
「
歳
出
」

の
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
が
左
の
グ
ラ
フ
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
わ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
「
自
主
財
源
」
は
、
市
が
自
ら

徴
収
で
き
る
財
源
で
、
市
税
や
使

用
料
、
分
担
金
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
り
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安

定
性
を
確
保
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
の
尺
度
と
な
る
も
の
で
、
十
八

年
度
は
八
十
六
億
九
百
二
十
六
万

円
、
全
体
の
三
〇
・
四
％
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
依
存
財
源
」
は
、
国
や

府
か
ら
入
る
お
金
や
借
入
金
な
ど

で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、

市
債
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
総

額
は
百
九
十
八
億
四
千
七
十
四
万

円
、
六
九
・
六
％
を
占
め
て
い
ま

す
。 

　
依
存
財
源
の
う
ち
で
、
一
定
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
は
百
十
六
億
五
千
万
円
で
、
歳

京丹後市の予算 京丹後市の予算 
行革推進かつ行革推進かつ地域振興型地域振興型 行革推進かつ地域振興型 

～市の将来に希望のもてる～市の将来に希望のもてる 
　　　　　　　　　　メリハリをつけた地域振興～　　　　　　　　　　メリハリをつけた地域振興～ 
～市の将来に希望のもてる 
　　　　　　　　　　メリハリをつけた地域振興～ 

　
平
成
十
八
年
度
予

算
は
、
「
行
財
政
改
革

推
進
計
画
」
と
の
整

合
性
を
図
る
と
と
も
に
、

昨
年
秋
に
策
定
し
た
「
京

丹
後
市
総
合
計
画
」

を
本
格
的
に
進
め
る

観
点
か
ら
、
「
行
革
推

進
型
（
緊
縮
型
）
」
で

あ
り
な
が
ら
、
丹
後

の
魅
力
を
創
造
・
発

信
し
て
い
く
事
業
の

実
施
や
丹
後
ち
り
め

ん
の
多
角
的
な
展
開
、

滞
在
型
の
観
光
整
備

な
ど
に
重
点
を
お
い
た
、

市
の
将
来
に
希
望
の

も
て
る
メ
リ
ハ
リ
あ

る
「
地
域
振
興
型
」

の
予
算
を
編
成
し
て

い
ま
す
。 
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◆地方税 

　市民税・固定資産税など 

◆使用料及び手数料 

　公共施設の使用料や住民票 

　の発行手数料など 

◆分担金及び負担金 

　保育所の保育料や老人福祉 

　施設措置費など 

◆繰入金 

　財源確保などのため、基金 

　を取り崩すもの 

◆国庫・府支出金 

　国・府からの負担金や補助 

　金、委託金 

◆地方債 

　建設事業などを行うための 

　長期の借入金 

◆地方交付税 

　一定水準の行政サービスを 

　保つための国からの交付金 

歳　　入 

◆人件費 

　４役（市長・助役・収入役・教育長）、議会議員、 

　職員の給与など 

◆公債費 

　市債の元利償還金や一時借入金の利子 

◆扶助費 

　生活保護費や医療給付費など 

◆普通建設事業費 

　道路や学校、公共施設整備などの経費 

◆補助費等 

　各種団体への補助金や各地区への交付金など 

◆繰出金 

　特別会計に支出するもの 

◆物件費 

　旅費、委託料、光熱水費、備品購入費など 

歳出（性質別） 

入
全
体
の
四
一
・
〇
％
を
占
め
て

お
り
、
国
の
政
策
動
向
に
よ
り
京

丹
後
市
の
財
政
が
大
き
く
左
右
さ

れ
る
依
存
体
質
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

　
国
・
地
方
と
も
財
政
状
況
は
極

め
て
厳
し
く
、
国
に
お
け
る
「
三

位
一
体
の
改
革
」
よ
る
地
方
交
付

税
額
の
縮
減
が
進
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
も
一
層
厳
し
い
状
況

が
進
む
と
予
想
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
山
積
す
る
行
政
課

題
、
多
様
化
す
る
市
民
の
み
な
さ

ん
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
後

年
度
の
財
政
運
営
を
考
慮
し
な
が

ら
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
収
入
の

柱
と
な
る
地
方
交
付
税
を
最
大
限

に
見
込
み
予
算
計
上
す
る
と
と
も

に
限
り
あ
る
基
金
を
大
幅
に
繰
り

入
れ
て
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

  

　
市
で
は
、
「
行
財
政
改
革
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
平
成
二
十
一
年

度
の
基
本
的
な
財
政
規
模
を
二
百

七
十
億
円
程
度
と
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
十
八
年

度
は
、
歳
出
決
算
規
模
を
二
百
八

十
七
億
円
程
度
を
目
標
と
す
る
た

め
、
各
種
補
助
金
や
物
件
費
の
見

直
し
を
積
極
的
に
実
施
し
た
の
を

は
じ
め
、
特
別
職
・
一
般
職
の
人

件
費
を
抑
制
す
る
な
ど
、
経
常
経

費
の
削
減
に
努
め
、
行
財
政
の
ス

リ
ム
化
、
簡
素
効
率
化
を
図
り
予

算
規
模
の
縮
小
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
一
方
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
京
丹
後
市

総
合
計
画
」
の
将
来
像
『
ひ
と
　

み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が

織
り
な
す
交
流
の
ま
ち
』
の
実
現

を
め
ざ
し
、
社
会
資
本
整
備
の
た

め
の
投
資
的
事
業
の
実
施
や
、
産

業
振
興
、
環
境
保
全
、
安
全
都
市

へ
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
新
規
事

業
も
積
極
的
に
盛
り
込
み
、「
夢
」

の
あ
る
新
市
づ
く
り
を
本
格
的
に

行
う
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

　
上
記
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、

歳
出
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
が
理

事
者
（
市
長
ほ
か
）・
議
会
議
員
・

職
員
な
ど
の
人
件
費
で
、
六
十
七

億
一
千
六
百
七
十
六
万
円
、
全
体

の
二
三
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
新
規
採
用
の
抑
制
と
と
も
に
、

理
事
者
お
よ
び
職
員
の
給
与
、
管

理
職
手
当
の
引
き
下
げ
を
行
う
な

ど
前
年
度
と
比
べ
る
と
五
億
六
百

九
十
一
万
円
、
七
・
〇
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
職
員

定
数
の
適
正
化
な
ど
に
努
め
、
人

件
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

※
平
成
十
八
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
は
、
五
月
に
発
行
予
定
の
本
紙

　
「
予
算
特
集
号
」
で
詳
し
く
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

歳
　
出 

▲
 

▲
 

地方税 
50億8,872万円 

人件費 
67億1,676万円 

公債費 
55億2,688万円 

扶助費 
27億2,076万円 

普通建設事業費 
災害復旧費 
32億1,598万円 

補助費等補助費等 
2222億6,4196,419万円万円 
補助費等 

22億6,419万円 

繰出金 
28億815万円 

物件費 
45億6,859万円 

その他 
6億2,869万円 

繰入金 
14億8,480万円 使用料及び手数料 

7億3,452万円 

分担金及び負担金 
6億4,971万円 

その他 
6億5,151万円 

その他 
19億4,350万円 

府支出金府支出金 
1515億6,7926,792万円万円 

国庫支出金国庫支出金 
1515億8,8328,832万円万円 

府支出金 
15億6,792万円 

国庫支出金 
15億8,832万円 

地方債 
30億9,100万円 

地方交付税 
116億5,000万円 

歳　入 
284億5,000万円 

69.6%

30.4%

歳　出 
284億5,000万円 

52.6%
11.3%11.3%11.3%

36.1%
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 丹後をより多くのかたに知っていただくため、全

国に丹後の魅力を創造・発信していくための事業

経費 

 　◇オープンカレッジ開催経費　 　　　  97万円 

 　　　　　　　（丹後学の講座開設） 

 　◇新・丹後王国発信事業経費             788万円 

 　　　　　　　（DVD作成、イベント企画など） 

 　◇丹後ふるさとミュージアム移動展覧設備整備経費 

 　　（丹後ブランド品の展覧設備の製作）320万円 

 

　 

 地産地消をはじめとした新しい地域農産物の流通

体系を構築するための分析・調査を実地します。（２

か年計画） 

 

　 

 生産から流通・販売までの研修・講習の場として

アグリビジネススクールを設置し、経営感覚を持

った農業者の育成を図ります。 

 

　遊休農地の有効活用と地域資源を利活用するため、

薬草栽培実証圃を設置し、調査・研究を開始します。                

 

 

 カニガラ、竹炭などを活用した有機農業によるブ

ランド産品化を図る農業者を支援するため資材購

入経費の一部を補助します。 

 

 

 農地・水・環境保全向上対策に資するモデル事業

を実施し、効率的な農業生産とともに、花木の植

樹も含め、農村地域の資源を活用した地域振興を

図ります。 

 

 海業振興協議会を組織し、海業全体の振興につい

て検討を進めます。 

 

 

　丹後ちりめん生地の洋装化をはじめ多角的な展開

を支援するため、丹後からちりめんの高付加価値

化した商品の試作品開発・展示会などの取り組み

を本格的に行い、ちりめん情報を全国に多彩に発

信します。 

 

 

　産学連携による機械金属業の新商品開発と他地域

との交流促進による販路開拓事業を支援します。 

 

  

　観光インフラ整備を促進させるため、前年度入湯

税相当額を基金に積み立て、観光関係団体などの

要望事業の実施を図ります。 

 　※H17年度末残高見込額4,520万円 

 

 

 丹後の情報発信拠点の整備に向け、その実施の可

否を含め委員会を設置し、検討します。 

 

 

　間人・丹後エリアでの薬草に温泉、森林浴、海、

食を組み合わせた健康プログラムを京都府と一体

となって研究します。 

  

  

  

 

 

　自然エネルギーの普及対策事業として、小型風力

発電施設の設置に対して補助金を交付します。 

 

 

　モデル地区を設定し、市内の生ごみをバイオガス

発電施設を活用した未利用資源としての利活用に

ついて研究します。 

一般会計の主な事業〔●＝新規、◎＝拡大など、○＝継続〕 

Ⅰ　ひと・もの・ことが行き交う　交流経済都市 

Ⅱ　暮らしの中でいのちが輝く　環境循環都市 

京丹後市の予算京丹後市の予算 京丹後市の予算 
行革推進かつ行革推進かつ地域振興型地域振興型 行革推進かつ地域振興型 

～市の将来に希望のもてる～市の将来に希望のもてる 

　　　　　　メリハリをつけた地域振興～　　　　　　メリハリをつけた地域振興～ 

～市の将来に希望のもてる 

　　　　　　メリハリをつけた地域振興～ 

 「京丹後市総合計画」の６つの基本方針を念頭に置き、厳

しい中でも、社会資本のための投資的事業の実施をはじめ、

産業振興、環境保全、安全都市へのまちづくりなど新しい

“夢”のある新規事業にも取り組んでいきます。 

 Ⅰ　ひと・もの・ことが行き交う　交流経済都市 

 Ⅱ　暮らしの中でいのちが輝く　環境循環都市 

 Ⅲ　生きる喜びを共有できる　健やか安心都市 

 Ⅳ　次代を担う若い力が活躍できる　生涯学習都市 

 Ⅴ　共に築き、結び合う　パートナーシップ都市 

 Ⅵ　災害に強く快適で暮らしやすい　うるおい安全都市 

 

●「アグリビジネススクール」事業「アグリビジネススクール」事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　                      【農林水産業費】【農林水産業費】8080万円万円 

●「丹後ファッションウィーク「丹後ファッションウィーク」（仮称）創設補助金仮称）創設補助金 

                                                                                    【商工費】【商工費】500500万円万円 

●「機械金属産業総合振興事業」補助金「機械金属産業総合振興事業」補助金 

                                                                                    【商工費】【商工費】500500万円万円 

●「観光インフラ整備等促進実行調整費基金「観光インフラ整備等促進実行調整費基金」 

                                                                                                              【商工費】【商工費】 

●（仮称仮称）「丹後王国観光情報館」整備検討委員会設置経費丹後王国観光情報館」整備検討委員会設置経費 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　              【総務費】【総務費】 60 60万円万円 

●「リフレッシュエリア京丹後」調査研究「リフレッシュエリア京丹後」調査研究 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  【商工費】【商工費】629629万円万円 

○「風力発電システム」設置経費【衛生費】○「風力発電システム」設置経費【衛生費】 

　　　　                                                   160                                                   160万円万円 

●「未利用資源生ごみ利活用実証研究」事業「未利用資源生ごみ利活用実証研究」事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  【衛生費】【衛生費】157157万円万円 

●「丹後ファッションウィーク」（仮称）創設補助金 

                                          【商工費】500万円 

●「機械金属産業総合振興事業」補助金 

                                          【商工費】500万円 

●「観光インフラ整備等促進実行調整費基金」 

                                                       【商工費】 

●（仮称）「丹後王国観光情報館」整備検討委員会設置経費 

　　　　　　　　　　  　       【総務費】 60万円 

●「リフレッシュエリア京丹後」調査研究 

　　　　　　　　　　　         【商工費】629万円 

○「風力発電システム」設置経費【衛生費】 

　　                                                   160万円 

●「未利用資源生ごみ利活用実証研究」事業 

　　　　　　　　　　　         【衛生費】157万円 

●「新農産物流通体系」構築プロジェクト事業「新農産物流通体系」構築プロジェクト事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      【農林水産業費】【農林水産業費】300300万円万円 

●「新・丹後王国発信」事業【総務費】「新・丹後王国発信」事業【総務費】 1,205 1,205万円万円 

●「遊休農地」活用事業「遊休農地」活用事業    【農林水産業費】【農林水産業費】5050万円万円 

●「有機農業」奨励補助金【農林水産業費】「有機農業」奨励補助金【農林水産業費】 

                                                                                            240                        240万円万円 

●「農地・水・環境保全」対策支援事業「農地・水・環境保全」対策支援事業 

                                            　　　【農林水産業費】　　　【農林水産業費】1,0181,018万円万円 

●「海業」推進事業【農林水産業費】　　「海業」推進事業【農林水産業費】　　  68  68万円万円 

●「アグリビジネススクール」事業 

　　　　　　　　           【農林水産業費】80万円 

●「新農産物流通体系」構築プロジェクト事業 

　　　　　　　　         【農林水産業費】300万円 

●「新・丹後王国発信」事業【総務費】 1,205万円 

●「遊休農地」活用事業  【農林水産業費】50万円 

●「有機農業」奨励補助金【農林水産業費】 

                                                          240万円 

●「農地・水・環境保全」対策支援事業 

                      　　　【農林水産業費】1,018万円 

●「海業」推進事業【農林水産業費】　　  68万円 
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 小学生の医療費を無料化するための医療給付費 

 

　福祉・環境・まちづくり・助け合いなどの地域力

を通貨に換算し、市内で流通させる方策などを調

査します。 

 

 

　障害者のグループホーム設置のための施設改修に

対して補助金を交付します。（補助率２分の１、補

助金上限100万円） 

  

  

  

 

 本年度から新たに丹後町・弥栄町域においても実

施します。 

 

 

　老朽化が著しい網野中学校の管理棟を新築するた

めの調査設計経費 

 

 

　職員が講師を努め「京丹後史文化財博士」の育成

講座を開設し、文化財を活かしたまちづくりの推

進を図ります。 

 

 

 

 

 原発に頼らない新たな蒲井・旭地域の発展・振興

のために宿泊施設整備に向けた調査設計などを実

施します。 

 

 

 京都ファイアーバーズと包括協力協定を結び、幅

広い分野で地域の活性化を推進します。 

 　　※８月には、萩本欽一さんが率いる茨城ゴー

ルデンゴールズとの試合を予定しています。 

 

 郵便局で住民票などを発行するための機械借上経

費など（市内郵便局４か所で実施） 

 

 

　各市民局に予算を配当し、市民協働のまちづくり

の推進と地域活性化を支援します。（「特色ある地

域づくり補助金」の名称変更） 

 

 男女共同参画の実現に向け、啓発・相談事業を実

施するとともに、「女性センター」の設立に向けた

準備も行います。 

 

　平成17年度に引き続き中国亳州市（はくしゅうし）

から自治体職員を受け入れるとともに、亳州市へ

も訪問団を派遣し交流の促進を図ります。 

  

  

  

 

 

 鳥取豊岡宮津道路の（仮）大宮森本インターチェ

ンジからのアクセス道路の調査経費 

 

 

　庁内でプロジェクトチームを編成するとともに、

新斎場の基本構想を策定し、本格的な建設準備に

着手します。(平成26年度までに建設予定) 

 

 

　自治会に除雪機械を貸与し、狭い道路での除雪に

も対応可能とするなど、市域の除雪力向上を図り

ます。（乗用型６台、歩行型６台） 

 

 

　不審者対策として地域で編成する防犯パトロール

隊に対してユニフォームを貸与し、連帯感の向上

と活発な組織活動となるよう支援します。 

 

 

 防災行政無線未整備地域（大宮、弥栄、久美浜）

にデジタル同報系・屋外拡声子局を整備します。 

 　※平成19年度までの2か年事業 

 

 災害に強いまちづくりを推進するため自主防災組

織の防災資機材整備などに対して補助金を交付し

支援します。（補助率２分の１、上限８万円） 

 

 

　ＣＡＴＶを含めたブロードバントネットワーク整

備のための実施設計及びＦＭ波電波調査を実施し

ます。（運用開始目標：平成20年度） 

  

  

 

 

 

 臨時職員等の派遣を中心とした業務を実施する株

式会社を設立するため、専門の嘱託員を設置し具

体的検討に着手します。 

Ⅲ　生きる喜びを共有できる　健やか安心都市 

Ⅳ　次代を担う若い力が活躍できる　生涯学習都市 

Ⅴ　共に築き、結び合う　パートナーシップ都市 

Ⅵ　災害に強く快適で暮らしやすい　うるおい安全都市 

効率的な行政運営を図る 

○「男女共同参画」推進事業【民生費】　○「男女共同参画」推進事業【民生費】　 271271万円万円 

○「国際交流」推進事業【総務費】○「国際交流」推進事業【総務費】      　　　　877877万円万円 

●「鳥取豊岡宮津道路アクセス道路」測量経費「鳥取豊岡宮津道路アクセス道路」測量経費 

                                                            　　　　【土木費】　　　　【土木費】750750万円万円 

●「斎場建設基本構想」策定経費「斎場建設基本構想」策定経費 

　　　　　　　　　　　　　　【衛生費】　　　　　　　　　　　　　　【衛生費】300300万円万円 

◎「自治会貸与除雪機械」整備事業◎「自治会貸与除雪機械」整備事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　【土木費】　　　【土木費】2,2502,250万円万円 

●「防犯パトロール隊」活動支援経費「防犯パトロール隊」活動支援経費 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　【総務費】　　　【総務費】4040万円万円 

●「防災行政無線施設」整備事業「防災行政無線施設」整備事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　【消防費】　　　【消防費】2億7,0207,020万円万円 

●「自主防災組織」支援補助金【消防費】「自主防災組織」支援補助金【消防費】100100万円万円 

●「ブロードバンドネットワーク」整備事業「ブロードバンドネットワーク」整備事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【総務費】　　　　【総務費】6,5006,500万円万円 

●「株式会社設立準備嘱託員」設置「株式会社設立準備嘱託員」設置 

　　　　　　　　　　　　　　【総務費】　　　　　　　　　　　　　　【総務費】117117万円万円 

○「男女共同参画」推進事業【民生費】　 271万円 

○「国際交流」推進事業【総務費】   　　877万円 

●「鳥取豊岡宮津道路アクセス道路」測量経費 

                              　　　　【土木費】750万円 

●「斎場建設基本構想」策定経費 

　　　　　　　　　　　　　　【衛生費】300万円 

◎「自治会貸与除雪機械」整備事業 

　　　　　　　　　　 　　　【土木費】2,250万円 

●「防犯パトロール隊」活動支援経費 

　　　　　　　　　　　  　　　【総務費】40万円 

●「防災行政無線施設」整備事業 

　　　　　　　　  　　　【消防費】2億7,020万円 

●「自主防災組織」支援補助金【消防費】100万円 

●「ブロードバンドネットワーク」整備事業 

　　　　　　　　　 　　　　【総務費】6,500万円 

●「株式会社設立準備嘱託員」設置 

　　　　　　　　　　　　　　【総務費】117万円 

○「児童医療給付」経費【衛生費】　○「児童医療給付」経費【衛生費】　    　5,1515,151万円万円 

●「地域通貨」導入研究調査経費【総務費】「地域通貨」導入研究調査経費【総務費】3030万円万円 

●「共同生活援助「共同生活援助(グループホームグループホーム)設置改修」補助金設置改修」補助金 

                                                                                    【民生費】【民生費】 200200万円万円 

◎「放課後児童健全育成」事業【民生費】「放課後児童健全育成」事業【民生費】3,8083,808万円万円 

●「網野中学校管理棟新築」調査設計経費「網野中学校管理棟新築」調査設計経費 

                                                              　　　【教育費】　　　【教育費】1,6601,660万円万円 

●「京丹後史文化財博士」育成講座開設経費「京丹後史文化財博士」育成講座開設経費 

                                                                    　　　　【教育費】　　　　【教育費】3万円万円 

●「蒲井・旭地域振興」経費「蒲井・旭地域振興」経費 【総務費】【総務費】3,0003,000万円万円 

●「京都ファイアーバース支援・連携たんご応援団」「京都ファイアーバース支援・連携たんご応援団」 

      実行委員会補助金実行委員会補助金            　　　【総務費】　　　【総務費】200200万円万円 

●「郵便局との連携」経費　　【総務費】「郵便局との連携」経費　　【総務費】308308万円万円 

◎「市民協働のまちづくり事業補助金◎「市民協働のまちづくり事業補助金」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総務費】【総務費】1,8001,800万円万円 

○「児童医療給付」経費【衛生費】　  　5,151万円 

●「地域通貨」導入研究調査経費【総務費】30万円 

●「共同生活援助(グループホーム)設置改修」補助金 

                                          【民生費】 200万円 

◎「放課後児童健全育成」事業【民生費】3,808万円 

●「網野中学校管理棟新築」調査設計経費 

                               　　　【教育費】1,660万円 

●「京丹後史文化財博士」育成講座開設経費 

                                  　　　　【教育費】3万円 

●「蒲井・旭地域振興」経費 【総務費】3,000万円 

●「京都ファイアーバース支援・連携たんご応援団」 

   実行委員会補助金      　　   【総務費】200万円 

●「郵便局との連携」経費　　【総務費】308万円 

◎「市民協働のまちづくり事業補助金」 

　　　　　　　　　　　　　【総務費】1,800万円 
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民
票
の

写
し
や
納
税
証
明
書
な
ど
を
受

け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

市
民
局
か
ら
遠
方
に
あ
る
市
内

四
か
所
の
郵
便
局
と
連
携
し
、

六
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
ら
の
証

明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
郵
便
局

窓
口
で
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
役
所

と
郵
便
局
に
設
置
し
た
専
用
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
交
付
申
請
書
や

証
明
書
を
送
受
信
し
て
行
う
も

の
で
、
丹
後
木
津
郵
便
局
・
中

浜
郵
便
局
・
野
間
郵
便
局
、
野

中
郵
便
局
の
窓
口
で
、
本
人
確

認
を
行
っ
た
う
え
で
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
交
付
請
求
を
受
け

付
け
、
そ
の
場
で
交
付
す
る
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
情
報

保
護
な
ど
に
万
全
を
期
す
た
め
、

郵
便
局
で
証
明
書
を
請
求
で
き

る
か
た
は
、
次
頁
の
表
で
示
し

た
か
た
に
限
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
内
の

郵
便
局
と
と
も
に
昨
年
十
二
月

に
立
ち
上
げ
た
「
市
役
所
と
郵

便
局
と
の
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
で
協
議
を
重
ね

て
き
た
も
の
で
、
そ
の
事
務
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
三
月
二

十
八
日
に
「
特
定
の
事
務
の
郵

便
局
に
お
け
る
取
り
扱
い
に
関

す
る
協
定
」
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
調
印
式
で
は
、 

「
市
民
生
活
に
係
る
情
報
提
供

に
関
す
る
協
定
」
と「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。 

■
「
市
民
生
活
に
係
る
情
報
提

供
に
関
す
る
協
定
」
で
は
、
▽

子
ど
も
の
安
全
確
保
、
▽
高
齢

者
の
か
た
な
ど
の
生
活
状
況
、

▽
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
▽
防

災
に
関
す
る
こ
と
、
▽
道
路
な

ど
公
共
施
設
の
管
理
な
ど
の
情

報
に
つ
い
て
、
集
配
郵
便
局
の

職
員
が
通
常
業
務
中
に
発
見
・

確
認
し
た
場
合
に
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
や
電
話
で
市
民
局
な
ど
に

通
報
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

■「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
」
で
は
、
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時
に
お

い
て
、
▽
相
互
が
収
集
し
た
被

災
住
民
の
避
難
先
や
避
難
状
況

の
相
互
提
供
、
▽
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
災
害
弱
者
の
か
た

に
対
す
る
相
互
協
力
、
▽
避
難
・

物
資
蓄
積
・
郵
便
業
務
実
施
な

ど
の
た
め
の
場
所
の
相
互
提
供
、

▽
災
害
情
報
に
か
か
る
広
報
の

掲
出
、
▽
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
場
合
の
郵
便
・
為
替
預
金
・

簡
易
保
険
な
ど
の
特
別
取
り
扱

い
な
ど
に
対
し
て
、
円
滑
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。（
市
民
生
活
に
係
る
情

報
提
供
お
よ
び
災
害
時
に
お
け

る
相
互
協
力
に
つ
い
て
は
四
月

一
日
か
ら
実
施
） 

市内をくまなく巡る郵便

局職員の情報が、市民の

みなさんの安全で快適な

まちづくりを推進 

申請書ＦＡＸ 

証明書ＦＡＸ 

申請書提出 

証明書交付 

お客様 

災害発生時に市役所と郵便局が相互協力 

市と郵便局で合意し３協定書に調印市と郵便局で合意し３協定書に調印 市と郵便局で合意し３協定書に調印 

郵便局職員が市民生活に関する情報を市民局に通報 

４郵便局で住民票の写しなどが交付可能に 京
丹
後
市
役
所
と
郵
便
局
が
新
た
な
協
力
関
係

京
丹
後
市
役
所
と
郵
便
局
が
新
た
な
協
力
関
係 

　
　
便
利
で
、
よ
り
安
全
・
快
適
な
市
民
生
活
を
支
援

　
　
便
利
で
、
よ
り
安
全
・
快
適
な
市
民
生
活
を
支
援 
京
丹
後
市
役
所
と
郵
便
局
が
新
た
な
協
力
関
係 

　
　
便
利
で
、
よ
り
安
全
・
快
適
な
市
民
生
活
を
支
援 

郵便局と連携・協力！郵便局と連携・協力！ 郵便局と連携・協力！ 
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郵便局における証明書の交付サービス 

種　　類 

戸籍全部事項証明（謄本） 

戸籍個人事項証明（抄本） 

所得証明書 

課税証明書 

納税証明書 

軽自動車税納税証明書 

外国人登録原票記載事項

証明書 

住民票の写し 

戸籍の附票の写し 

印鑑登録証明書 

請求できるかた 

本人または同一戸籍に記録されて

いるかた 

 

本人 

 

本人 

本人 

本人または同一世帯に属するかた 

本人または同一戸籍附票に記録さ

れているかた 

本人で印鑑登録証を持参したかた 

手数料 

450円／通 

 

200円／通 

 

無　料 

200円／通 

200円／件 

200円／通 

200円／枚 

郵便局で取り扱う証明書 

峰山庁舎峰山庁舎 

網野庁舎網野庁舎 

久美浜庁舎久美浜庁舎 

弥栄庁舎弥栄庁舎 

丹後庁舎丹後庁舎 

大宮庁舎大宮庁舎 

峰山庁舎 

網野庁舎 

久美浜庁舎 

弥栄庁舎 

丹後庁舎 

大宮庁舎 

丹後木津郵便局 

☎74-0050

野中郵便局 

☎84-0222

野間郵便局 

☎66-0001

中浜郵便局 

☎76-0430

◆取　扱　局　　丹後木津郵便局（網野町）　中浜郵便局（丹後町） 

　　　　　　　　野間郵便局（弥栄町）　　　野中郵便局（久美浜町） 

◆取扱開始日　　６月１日（木）～ 
　　　　　　　　　　※土曜日、日曜日、祝日、12月29日～１月３日を除きます。 
◆取 扱 時 間　　9：00～16：00 

※郵便局で証明書を請求できるかたは、下表のとおりです。ただし、第三者のものを委

　任状などにより請求することはできませんので、ご注意ください。 

※郵便局窓口に来られた請求者のかたが、ご本人であることを確認させていただきます

ので、運転免許証・パスポート・健康保険証・外国人登録証なども必ずご持参ください。 

※手数料は、市民局で交付を受ける場合と同額です。 

たんごきつ 

のま のなか 

なかはま 



平成18年４月 広報きょうたんご 

     

　
特
に
つ
な
が
り
の
深
い
自
治
組
織
と
の
連

携
・
協
力
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
よ
り
一
層
対
話
を
行

い
、
相
互
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
行
政
が

市
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
何
を
す
べ
き
か

を
一
辺
倒
で
な
く
、
と
も
に
考
え
汗
を
流
し

て
行
動
し
て
い
く
「
協
働
」
の
領
域
を
拡
充
・

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
行
財
政

運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◆
協
働
の
意
識
づ
く
り 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
職
員
が
、
協
働

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
協
働
事
業
が
推

進
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。 

▽
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
協
働
に
関
す
る
学

習
機
会
を
提
供 

▽
行
政
職
員
の
研
修
や
市
民
活
動
へ
の
参
加

を
促
進 

▽
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
人
材
バ

ン
ク
制
度
の
実
施 

◆
協
働
の
環
境
づ
く
り 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
情
報
共
有
の
取
り

組
み
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
自
主
的
・
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

▽
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
、
出
前
講
座
、

行
政
懇
談
会
な
ど
を
引
き
続
き
実
施 

▽
市
の
概
要
や
主
要
事
業
な
ど
を
明
記
し
た

「
市
役
所
白
書
」
を
発
行 

▽
学
習
機
会
の
提
供
業
務
や
各
種
団
体
の
連

携
事
業
の
企
画
・
立
案
な
ど
を
実
施
す
る

拠
点
と
し
て
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備 

▽
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
念
頭
に
、
自
治

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
な
ど
を

規
定
す
る
「
自
治
基
本
条
例
」
を
策
定 

▽
市
政
の
運
営
に
関
し
て
助
言
・
調
査
研
究
・

活
動
な
ど
を
行
う
「
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
」

の
設
置
を
検
討 

◆
協
働
事
業
を
推
進 

　
自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
行
政

が
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

効
果
が
期
待
で
き
る
「
協
働
事
業
」
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
協
働
事
業
」
の

提
案
も
受
け
入
れ
、
協
働
に
対
す
る
普
及
を

図
り
な
が
ら
、「
協
働
事
業
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

        

　
「
民
間
に
任
せ
た
ほ
う
が
効
率
的
・
効
果

的
に
業
務
執
行
で
き
る
も
の
は
民
間
に
任
せ

る
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
コ
ス
ト
の
削
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
雇
用
の
拡
大
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
市
民
活
動
お
よ
び
住
民

自
治
活
動
の
促
進
の
視
点
で
、
個
人
情
報
保

護
や
業
務
の
品
質
保
証
な
ど
に
配
慮
し
な
が

ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
外
部
委
託
）

を
推
進
し
ま
す
。 

　
当
面
は
、
施
設
の
管
理
運
営
業
務
や
会
議

録
の
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の
業
務
で
民

間
委
託
な
ど
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
多
目
的

集
会
施
設
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、
観
光
施
設

な
ど
百
三
の
施
設
で
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 
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を具体化するため　新たに４つの方針などを策定 
職員人材育成基本方針職員人材育成基本方針 

給与制度等改革方針給与制度等改革方針 

職員人材育成基本方針 

給与制度等改革方針 

市
民
と
行
政
の
協
働
推
進
指
針 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画 

　
市
で
は
、
新
た
な
行
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、「
京
丹
後

市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」（
集
中
プ
ラ
ン
）
を
昨
年
秋
に
策
定
。 

　
あ
わ
せ
て
、
こ
の
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
に
「
財
政
健
全
化

指
針
」、
「
定
員
適
正
化
計
画
」、「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
に

関
す
る
指
針
」、「
補
助
金
の
見
直
し
指
針
」、「
会
館
な
ど
公
共
施

設
の
見
直
し
指
針
」、「
組
織
・
機
構
編
成
方
針
」
の
六
つ
の
指
針

な
ど
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
加
え
て
今
回
、
新
た
に
「
市

民
と
行
政
の
協
働
推
進
指
針
」
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計

画
」、「
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
」、「
給
与
制
度
等
改
革
方
針
」

の
四
つ
の
方
針
な
ど
を
策
定
し
、
強
力
に
改
革
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

市
民
対
話
を
重
視
し
、

市
民
対
話
を
重
視
し
、 

　
　
　
「
協
働
事
業
」
を
推
進

　
　
　
「
協
働
事
業
」
を
推
進 

市
民
対
話
を
重
視
し
、 

　
　
　
「
協
働
事
業
」
を
推
進 

当
面
五
十
一
業
務
の

当
面
五
十
一
業
務
の 

　
　
民
間
委
託
な
ど
を
め
ざ
す

　
　
民
間
委
託
な
ど
を
め
ざ
す 

百
三
施
設
に

百
三
施
設
に 

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入 

当
面
五
十
一
業
務
の 

　
　
民
間
委
託
な
ど
を
め
ざ
す 

百
三
施
設
に 

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入 
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「京丹後市行財政改革推進計画」（集中改革プラン） 
市民と行政の協働推進指針市民と行政の協働推進指針 

アウトソーシング推進計画アウトソーシング推進計画 

市民と行政の協働推進指針 

アウトソーシング推進計画 

     

　
行
政
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
満
足

度
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
観
点
に
、「
住
民

満
足
拡
大
型
職
員
」
の
育
成
を
図
り
ま
す
。 

           

◆
人
材
育
成
の
三
つ
の
視
点 

▽
市
民
起
点
で
活
動
で
き
る
基
礎
風
土
の
醸

成 

▽
職
員
の
開
発
さ
れ
た
能
力
を
組
織
と
し
て

活
か
す
仕
組
み
の
確
立 

▽
個
人
の
能
力
向
上 

◆
市
民
起
点
で
職
務
に
当
た
る
職
員
づ
く
り 

　
人
材
育
成
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

職
員
を
育
て
る
と
い
う
観
点
が
必
要
で
あ
り
、

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
全
庁
的
な
業

務
改
革
改
善
運
動
（
Ｔ
Ａ
Ｎ
　
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取

り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ

て
、
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
な
ど
意
識
改
革
を

図
る
と
と
も
に
、
絶
え
ず
市
民
の
目
線
、
市

民
起
点
で
職
務
に
ま
い
進
で
き
る
職
員
が
育

つ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◆
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
め
ざ
し 

　
　
　
「
人
材
育
成
推
進
委
員
会
」
を
設
置 

　
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
推
進
す
る
た

め
に
、
全
庁
が
一
丸
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り

と
全
職
員
の
自
ら
の
立
場
と
役
割
を
自
覚
す

る
こ
と
を
進
め
る
た
め
「
人
材
育
成
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。 

     

　
市
の
財
政
を
持
続
可
能
な
体
質
へ
と
転
換

す
る
た
め
に
は
、「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」

を
着
実
に
実
行
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
「
定
員
適
正
化
計

画
」
の
実
行
と
「
給
与
制
度
改
革
」
を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
人
件
費
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
主
・
自
立
の
行
政
運
営

を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
専
門
知
識
と
幅
広
い

視
野
を
持
ち
、
総
合
的
視
点
か
ら
諸
課
題
に

立
ち
向
か
う
意
欲
・
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
材
育
成
を
進
め
る

と
と
も
に
、
人
事
・
給
与
制
度
の
仕
組
み
を

新
た
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
。 

◆
一
般
職
の
給
与
制
度 

▽
平
成
十
八
年
度
は
、
給
料
を
三
・
七
％
減

額
す
る
抑
制
措
置
を
設
け
、
関
係
す
る
諸

手
当
（
時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手

当
・
夜
間
勤
務
手
当
・
管
理
職
手
当
・
期

末
手
当
・
勤
勉
手
当
）
も
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
管
理
職
手
当
の
支
給
率
を
二
〇

％
引
き
下
げ
ま
す
。 

▽
平
成
十
八
年
度
か
ら
寒
冷
地
手
当
を
廃
止

し
ま
す
。 

◆
特
別
職
の
報
酬
な
ど 

▽
「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
の
答
申
ど
お

り
改
正
（
約
四
％
減
額
）
す
る
と
と
も
に
、

加
え
て
平
成
十
八
年
度
は
、
給
料
の
一
〇

％
を
減
額
す
る
抑
制
措
置
を
設
け
（
答
申

額
と
あ
わ
せ
て
約
一
四
％
減
額
）
、
期
末

手
当
も
引
き
下
げ
ま
す
。 

　
　
市
長
　
月
額
七
十
九
万
二
千
円 

　
　
（
現
行
九
十
二
万
円
、
一
三
・
九
％
減
） 

　
　
助
役
　
月
額
六
十
三
万
九
千
円 

　
　
（
現
行
七
十
四
万
円
、
一
三
・
六
％
減
） 

　
　
収
入
役
・
教
育
長 

　
　
　
　
　
月
額
五
十
七
万
六
千
円 

　
　
（
現
行
六
十
七
万
円
、
一
四
・
〇
％
減
） 

▽
日
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
る
附
属
機
関
の

委
員
報
酬
は
、「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」

の
答
申
ど
お
り
、
現
行
の
日
額
九
千
円
（
半

日
未
満
六
千
円
）
を
日
額
七
千
円
（
半
日

未
満
四
千
円
）
に
改
正
し
ま
す
。 

　 　
こ
れ
ら
一
般
職
お
よ
び
特
別
職
な
ど
の
給

与
削
減
措
置
に
よ
り
、
十
八
年
度
に
お
い
て

は
、
全
体
で
約
三
億
四
千
五
百
五
十
二
万
円

の
人
件
費
が
減
額
と
な
り
ま
す
。 

職
員
人
材
育
成
基
本
方
針 

給
与
制
度
等
改
革
方
針 

「
住
民
満
足
拡
大
型
職
員
」
イ
メ
ー
ジ 

○
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る

職
員 

○
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員 

○
事
務
・
事
業
の
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
職
員 

○
住
民
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
職
員 

○
地
域
力
を
引
き
出
し
成
長
・
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
職
員 

住
民
満
足
拡
大
型
職
員
の

住
民
満
足
拡
大
型
職
員
の 

　
　
　
　
　
　
育
成
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
育
成
を
め
ざ
す 

住
民
満
足
拡
大
型
職
員
の 

　
　
　
　
　
　
育
成
を
め
ざ
す 

財
政
の
持
続
可
能
な

財
政
の
持
続
可
能
な 

　
　
　
状
態
へ
の
転
換
を
図
る

　
　
　
状
態
へ
の
転
換
を
図
る 

財
政
の
持
続
可
能
な 

　
　
　
状
態
へ
の
転
換
を
図
る 

５ 
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文化の薫り高い京丹後市をめざし 
　　　文化のまちづくり講演会を開催 
文化の薫り高い京丹後市をめざし 
　　　文化のまちづくり講演会を開催 

　
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
ぼ
う
と
、
「
京
丹
後
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の
主

催
に
よ
り
二
月
二
十
二
日
に
峰
山

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
、
宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
さ
ん

を
講
師
に
招
き
「
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
」
が
開
か
れ
、
来
場
者

約
二
百
人
が
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
創
造
に
つ
い
て
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た 

　
「
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
」
は
、
文
化
芸
術
活

動
の
振
興
を
通
し
て
地
域
の
交
流

を
深
め
、
文
化
の
薫
り
高
い
ふ
る

さ
と
「
京
丹
後
市
」
を
め
ざ
し
、

昨
年
六
月
に
設
立
。
こ
れ
ま
で
「
オ

ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』」（
十
月
）、

「
お
も
し
ろ
能
楽
講
座
」（
十
月
）、「
丹

後
観
世
能
と
狂
言
」（
十
二
月
）
を

催
し
、
今
回
、
第
四
弾
目
の
事
業

と
し
て
実
施
。 

　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ

た
講
演
会
で
は
、
山
折
さ
ん
が
「
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
宗
教
的
観
点
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
講
演
。 

　
昔
か
ら
住
民
が
地
域
で
多
く
の
神
々

を
ま
つ
り
、
守
っ
て
き
た
宗
教
都

市
「
京
都
」
と
、
政
治
都
市
「
東
京
」

の
比
較
を
は
じ
め
、
パ
ル
テ
ノ
ン

神
殿
や
嘆
き
の
壁
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の

丘
な
ど
、
廃
墟
（
は
い
き
ょ
）
か

ら
ふ
く
ら
む
想
像
力
、
廃
墟
に
対

す
る
配
慮
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
経
験
と
研
究
に

基
づ
き
説
明
。 

　
ま
た
、
「
日
本
人
の
遺
伝
子
に
は

夕
日
信
仰
が
あ
り
ま
す
が
、
丹
後

に
は
す
ば
ら
し
い
眺
め
の
夕
日
を

は
じ
め
、
多
く
の
温
泉
も
あ
る
。

こ
れ
を
眠
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
存

分
に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
問

う
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
単
に
経
済
効
果
だ
け
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
心
に
訴
え
か
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

   

丹後の魅力を発信してい

くことの大切さを熱く語

られた　　佐藤仁威さん 

来場者は、うなづきながら

熱心に聞き入っていました 

活発な意見が交わされた 

　　　　　　　パネルディスカッション 

京丹後文化のまちづくり実行委員会京丹後文化のまちづくり実行委員会 第４弾第４弾 京丹後文化のまちづくり実行委員会 第４弾 

 
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
と
な

っ
て
、
丹
後
の
魅
力
を
発
掘
、
発

信
し
て
い
こ
う
と
、
「
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
丹
後
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

三
月
十
四
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
は
、
市
と
Ｎ
Ｐ
О
法
人
・

全
国
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
、

最
初
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
仁

威
理
事
長
が
「
新
・
丹
後
王
国
へ

の
提
案
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
「
丹

後
は
薬
草
や
古
墳
な
ど
が
多
く
、
全

国
に
誇
れ
る
地
域
。
こ
れ
を
住
民

の
み
な
さ
ん
が
ど
う
発
信
し
て
い

く
か
が
大
切
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
続
い
て
、
薬
草
の
つ
な
が
り
で

友
好
関
係
に
あ
る
中
国
亳
州
（
は

く
し
ゅ
う
）
市
か
ら
の
研
修
生
、
柴

青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
が
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
い
亳
州
市
を
紹
介
。
 

 
後
半
は
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

丹
後
学
」
の
修
了
生
の
中
江
忠
宏

さ
ん
（
丹
後
町
間
人
）
が
議
長
を

務
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
丹
後
の
魅
力
を
発
信

す
る
拠
点
施
設
が
必
要
」
、
「
丹
後

に
は
豊
か
な
自
然
が
存
在
し
、
薬

草
も
豊
富
」
、「
丹
後
王
国
の
語
り
部

（
か
た
り
べ
）
の
養
成
や
絵
本
に

よ
る
発
信
も
一
つ
の
方
法
」
な
ど

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、「
中
国
亳
州
市
展
」
を
同

時
に
開
催
。
写
真
パ
ネ
ル
や
薬
材

の
展
示
を
行
い
、
中
国
最
大
の
薬

材
の
都
・
亳
州
市
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

 
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
丹
後
学
」

は
、
丹
後
の
魅
力
で
あ
る
歴
史
や

名
所
な
ど
を
、
丹
後
に
住
む
私
た

ち
が
知
識
と
し
て
知
っ
て
お
く
こ

と
で
、
観
光
に
訪
れ
た
か
た
へ
の

　
丹
後
の
案
内
人
 
に
な
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
開
講
し
て
い
る
も
の
で
、

来
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

「丹後の魅力を考える」「丹後の魅力を考える」 
 　「オープンカレッジ丹後学シンポジウム」を開催　「オープンカレッジ丹後学シンポジウム」を開催 
「丹後の魅力を考える」 
 　「オープンカレッジ丹後学シンポジウム」を開催 

住民が主体的に取り組む文

化のまちづくりについて、

わかりやすく講演された  

　　　　　山折 哲雄 さん 
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　ＫＴＲＫＴＲ（北近畿タンゴ鉄道）（北近畿タンゴ鉄道）が頑張っています！が頑張っています！ 　ＫＴＲ（北近畿タンゴ鉄道）が頑張っています！ 

　市民のみなさんとともに歩み、支援していただく「ＫＴＲサ

ポーターズクラブ」を新たに発足しました。 

　同クラブでは、魅力満載の特典をご用意して、みなさんのご

加入をお待ちしています。います。 

●対 象 者　ＫＴＲを支援しようというかたならどなたでもご入会いただけます 
●有効期間　加入時～平成19年３月31日 
●年 会 費　１人1,000円／年（会費のほか、イベント参加料、各種企画への参加の際の運賃などは、実費が必

要な場合があります） 
●会員特典　○申込者全員にＫＴＲ利用カード500円分をプレゼントします。（年１回限り） 
　　　　　　○ＫＴＲの利用に応じてポイントがたまるポイントカードを発行します。（年１回限り） 
　　　　　　　　　　※ポイントがたまると、サポーターズクラブ加盟店（宮津市・京丹後市を中心に60店舗。

今後、他の市町を含め拡充中です）で500円分の商品券としてご利用いただけます。（１
回の乗車で１ポイント、10ポイントで500円分の商品券を進呈） 

　　　　　　○500円の商品券に加えて、ＫＴＲ沿線にあるサポーターズクラブ加盟店での食事や買い物の割引、
会員限定サービスなどの特典があります。 

　　　　　　○サポーターズクラブ会報で、加盟店の情報や沿線のイベント情報、ＫＴＲの各種企画の情報をご
提供します。 

●申し込み　申込用紙（ＫＴＲの各有人駅、市役所窓口、商工会窓口、京都府丹後広域振興局にあります）に必
要事項をご記入のうえ、ＫＴＲ事業本部（宮津駅２階）または郵便局で会費をお支払いください。 

　　　　　　ファクシミリ、電子メール、郵便の場合は、下記へお申し込みください。 
　　　　　　　※住所・氏名・年齢・電話番号、「ＫＴＲサポーターズクラブ加入申込」と明記してください。

　　後日、会費の払込票（手数料はご負担ください）を送付します。 
　　　　　　　〒626-0041　宮津市字鶴賀2065-4　北近畿タンゴ鉄道（株）事業本部総務課 
　　　　　　　　　　（☎0772-25-2323・FAX0772-25-2380）Ｅ-mail ktr.supporters@tango-tetsudou.jp

魅力満載の
 

「ＫＴＲサ
ポーターズ

クラブ」 

会員を募集
中 

　「18年春のダイヤ改正」において、「ＫＴＲ内」、「ＫＴＲ　ＪＲ」接続ダイヤの一部（４本）改善により、所

要時間が最大94分短縮しました。 

� 

� 

　ＫＴＲ（北近畿タンゴ鉄道）では、より地域のみなさんに利用していただきやすい公共交通とするため、３

月18日のダイヤ改正により、乗り継ぎにかかる接続時間を大幅に見直すことによって、所要時間を最大94分（福

知山�久美浜間）短縮するなど、より地域のかたの利便性の向上に努めています。 
　この取り組みは、丹後地域の公共交通ネットワーク全体をさらに便利にしていこうと、ＫＴＲと丹後海陸交

通（株）、京丹後市をはじめ沿線市町、京都府で構成する「分かりやすく、使いやすい公共交通ネットワーク実

現会議（丹後地域）」（京都府丹後広域振興局主催）が、より地域のかたに利用しやすい交通体系の改善項目を検

討する中で実現。今回の時間短縮は、まずできることからということで、これまで乗り継ぎ列車待ちに多くの

時間を要していた接続時間を短縮することで、福知山駅を朝6：59発の電車で久美浜駅までのダイヤでこれまで

より94分の短縮が可能となったなど、４本のダイヤで時間短縮となり、一層便利になりました。 

　今後とも、この会議などを通じ、より分かりやすい使いやすいＫＴＲをめざして検討を続けることとしてい

ます。市民のみなさんからのご提案などがありましたら、お気軽に京丹後市役所市民課（☎69-0210）へご連

絡ください。 

 

－より使いやすく、便利になりました－ 

福知山   6：59 �   7：48 宮　津  7：51 �   8：46 久美浜 福知山�久美浜　所要時間94分短縮 
発 着 乗り継ぎ 

（乗り継ぎ接続時間を80分�３分に短縮） 

（乗り継ぎ接続時間を81分�３分に短縮） 
網　野   8：40 �   9：50 西舞鶴  9：53 � 10：14 綾　部 網　野�綾　部　所要時間82分短縮 
発 着 乗り継ぎ 

（乗り継ぎ接続時間を58分�５分に短縮） 
宮　津 12：27 � 13：18 福知山 13：23 � 14：37 園　部 宮　津�園　部　所要時間42分短縮 
発 着 乗り継ぎ 

（乗り継ぎ接続時間を60分�５分に短縮） 
宮　津 21：14 � 21：59 福知山 22：04 � 23：05 豊　岡 宮　津�豊　岡　所要時間56分短縮 
発 着 乗り継ぎ 

※所要時間の短縮は、乗り継ぎ時間および各駅の停車時間などによるものです。 
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◎
五
年
間
の
期
間
限
定
の
計
画
か 

意
見
要
旨 

　
今
回
の
計
画
は
五
年
間
と
の
こ
と
だ
が
、

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
は
、
公
共
団

体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
べ
き
で

期
間
限
定
は
い
か
が
な
も
の
か
。
経
費
の
か

か
ら
な
い
こ
と
は
、
日
常
業
務
に
取
り
入
れ

継
続
す
る
べ
き
。 

市
の
考
え
方 

　
地
方
公
共
団
体
に
は
、
「
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
自
ら
が
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
の
た
め
の
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

計
画
期
間
終
了
後
に
お
い
て
も
、
計
画
の
見

直
し
、
延
長
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
策
定
す
る
計
画
お
よ

び
計
画
期
間
内
の
年
度
ご
と
に
行
う
見
直
し

の
結
果
を
基
礎
に
、
こ
の
計
画
の
期
間
終
了

後
も
温
暖
化
対
策
は
計
画
的
に
継
続
し
ま
す
。 

◎
ア
イ
ド
リ
ン
グ
禁
止
策
の
強
化
を 

意
見
要
旨 

　
市
営
バ
ス
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
禁
止
に
つ
い

て
規
則
で
定
め
、
罰
則
も
明
記
し
て
は
ど
う

か
。
民
間
委
託
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
契
約

書
に
明
記
し
罰
則
条
項
も
入
れ
る
。
市
・
関

連
機
関
の
車
両
に
は
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
っ
て
は
ど
う
か
。 

市
の
考
え
方 

　
市
営
バ
ス
は
、
一
路
線
を
除
き
公
用
車
に

よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
公
用
車
に
つ
い

て
は
、
計
画
の
第
六
章
第
四
節
「
公
用
車
の

適
正
使
用
に
関
す
る
取
り
組
み
」
に
「
暖
気

運
転
の
抑
制
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、

急
発
進
・
急
加
速
の
抑
制
な
ど
を
通
じ
た
経

済
運
転
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）
の
徹
底
を
図
り

ま
す
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
委
託
先
の
管
理
下
に
あ
る
車
両
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
範
囲
外
の
事
業

で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
二
章
第
三
節
に
「
計

画
除
外
事
業
」
の
委
託
事
業
の
添
え
書
き
と

し
て
「
受
託
者
に
対
し
て
は
、
必
要
な
措
置

を
要
請
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
り
、
こ
の
こ

と
に
基
づ
き
要
請
し
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
計
画
は
、
前
述
の
と
お
り
市

の
行
う
事
務
事
業
に
起
因
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
発
生
を
自
主
的
に
抑
制
す
る
も
の
で
あ

り
、
実
施
に
あ
た
っ
て
罰
則
規
程
を
設
け
る

必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の

こ
と
自
体
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
結
び

つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
へ
の
明
記
は
せ

ず
、
啓
発
手
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
ま
す
。 

◎
列
車
の
暖
気
運
転
の
禁
止
を
望
む 

意
見
要
旨 

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
対
し
て
、
始
発
駅
で
の
列
車
停

車
中
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
禁
止
を
要
望
す
る
。

夏
季
は
ク
ー
ラ
ー
の
音
も
加
わ
り
大
騒
音
で

迷
惑
で
あ
る
。 

市
の
考
え
方 

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
の
事
業
で
は
な
い
た
め
こ
の
計
画
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
実
際
に
ご
迷
惑
と
感
じ
て
お
ら
れ

る
騒
音
お
よ
び
地
球
温
暖
化
対
策
を
含
む
大

気
汚
染
環
境
保
全
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

別
途
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。 

◎
実
の
な
る
木
を
植
樹
し
て
は
ど
う
か 

意
見
要
旨 

　
公
共
用
地
、
学
校
、
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
に
シ
イ
、
タ
ブ
、
カ
シ
を
植
樹
す
る
。

苗
木
は
、
購
入
し
な
く
て
も
、
木
の
実
か
ら

育
て
れ
ば
費
用
は
少
な
く
て
す
む
。
学
校
な

ど
で
育
苗
す
れ
ば
教
育
効
果
も
あ
る
と
考
え

る
。 

　
温
暖
化
防
止
以
外
に
も
、
火
災
、
暴
風
、

洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
防
止
に
も
有
効
で
あ

る
こ
と
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
証
明
済
み

で
あ
る
。
山
形
県
酒
田
市
で
は
積
極
的
に
植

樹
中
で
あ
る
。 

市
の
考
え
方 

　
植
樹
に
か
か
る
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
第

六
章
第
九
節
に
「
公
共
施
設
を
新
築
す
る
場

合
は
敷
地
内
や
周
辺
の
緑
化
に
努
め
ま
す
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
意
見
を

反
映
し
、
既
存
施
設
も
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
、
「
公
共
施
設
の
敷
地
内
や
周
辺
の
緑
化

に
努
め
ま
す
」
と
修
正
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、「
京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
定
め
る
に
あ
た
り
、市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、市
が
行
う
事
務
・
事
業
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
抑
制

を
目
的
に
、削
減
目
標
数
値
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
や
計
画

の
推
進
体
制
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
お
い

て
同
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
地
方
公
共
団
体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
」で
も
、地
方
公
共
団
体
の
事
務
・
事
業
に
関
す
る
実

行
計
画
の
策
定
や
実
施
が
基
本
的
役
割
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
募
集
結
果 
市
が
発
生
さ
せ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制 

市公用車に搭載しているエコドライブを支援する

ための車載機 
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市政への市民参画を推進 

▼
　
網
野
地
区
で
は
近
く
本
格
的
な
下
水
道

事
業
を
進
め
る
と
の
こ
と
。
そ
の
計
画
や

進
ち
ょ
く
状
況
は
？ 

　
　
ま
た
、水
源
の
確
保
と
、水
瓶
で
あ
る
離

湖
の
浄
化
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

▼
　
下
水
道
網
野
処
理
区
は
、
平
成
十
五
年

に
処
理
面
積
三
百
五
十
㌶
の
全
体
計
画
を

策
定
。
こ
の
う
ち
、
網
野
・
浅
茂
川
の
一
部

と
島
津
を
区
域
と
す
る
九
十
九
㌶
に
つ
い

て
平
成
十
六
年
に
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
認
可
部
分
に
つ
い
て
、
平
成
十
六
度

か
ら
下
水
処
理
施
設
と
管
き
ょ
の
実
施
設

計
を
、平
成
十
七
年
度
は
、処
理
施
設
設
置

の
た
め
の
用
地
取
得
を
し
て
い
ま
す
。
平

成
十
八
年
度
は
処
理
施
設
の
建
設
と
管
き

ょ
の
敷
設
を
行
う
予
定
。
平
成
二
十
二
年

度
を
完
成
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

　
　
水
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ

り
旧
町
間
の
水
融
通
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
で
丹
後
、
峰
山
か
ら
配
水
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
離
湖
の
浄
化
対
策
に
つ
い

て
は
樋
門
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
も
盛
り
込
ん
で
お
り
、
府
と

一
緒
に
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

▼
　
京
都
縦
貫
道
綾
部
丹
波
間
の
開
通
は
い

つ
ご
ろ
か
？
鳥
取
豊
岡
宮
津
道
路
の
計
画

は
？ 

　
　
ま
た
、
府
道
網
野
峰
山
線
の
改
良
事
業

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
？ 

▼
　
京
都
縦
貫
道
は
、
平
成
十
九
年
に
は
和

知
綾
部
間
が
開
通
。
丹
波
和
知
間
は
平
成

二
十
年
代
半
ば
に
開
通
予
定
で
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
二
年
中
に
は
、
鳥
取
豊
岡
宮
津

道
路
の
宮
津
野
田
川
間
が
開
通
し
ま
す
。

来
年
度
に
は
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
道
路
の
野

田
川
大
宮
間
が
着
工
。
平
成
二
十
年
代
半

ば
ま
で
に
は
開
通
の
予
定
で
す
。
大
宮
網

野
間
は
、
現
在
、
ル
ー
ト
の
最
終
調
整
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
　
網
野
峰
山
線
は
、
現
在
、
赤
坂
、
生
野

内
で
工
事
中
。
石
丸
地
内
は
人
家
裏
に
バ

イ
パ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
で
府
が
測
量
を

行
っ
て
い
ま
す
。
郷
・
高
橋
の
集
落
内
を

避
け
る
た
め
、
網
野
市
街
地
と
高
規
格
道

路
を
結
ぶ
道
路
を
網
野
峰
山
線
の
バ
イ
パ

ス
道
路
と
位
置
付
け
府
に
お
願
い
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▼
　
銚
子
山
古
墳
一
帯
の
整
備
を
目
的
に
区

有
地
を
市
へ
譲
渡
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
古
墳
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
市
の
考

え
方
を
聞
き
た
い
。 

▼
　
史
跡
整
備
つ
い
て
は
「
市
史
跡
整
備
検

討
委
員
会
」で
検
討
し
て
お
り
、そ
の
答
申

を
踏
ま
え
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
銚

子
山
古
墳
の
整
備
は
、
網
野
町
が
策
定
し

た
基
本
構
想
を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

　
　
現
在
の
古
墳
は
、
樹
木
が
生
え
て
一
部

眺
望
が
望
ま
し
く
な
い
部
分
が
あ
る
の
で

伐
採
な
ど
が
必
要
。ま
た
、修
復
が
必
要
な

部
分
が
あ
る
た
め
周
囲
に
あ
る
二
つ
の
陪

塚
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

下
水
道
整
備
の
計
画
・
進
ち
ょ
く
状
況
や 

水
源
確
保
・
離
湖
の
浄
化
対
策
は 

2月28日 

網野で市政懇談会 
　
市
で
は
、市
長
が
地
域
に
出
向
き
懇
談
さ

せ
て
い
た
だ
く
「
市
政
懇
談
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
、市
の
行
う
施
策
に
つ
い

て
直
接
市
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話
し
、市
民

の
み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
理
解
と
協

働
意
識
を
深
め
、市
民
参
画
の
推
進
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。今
回
は
、

二
月
二
十
八
日
の
網
野
で
の
懇
談
内
容
を

抜
粋
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

アミティ丹後で行われた市政懇談会。意

見を述べる糸井網野連合長 

下水処理施設が建設される網野グラウンド（写真

奥）。写真手前部分の一部をグラウンド用地とし

て確保の予定 
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京
丹
後
市
成
人
式 

新たな門出を祝福新たな門出を祝福 新たな門出を祝福 

華
や
か
に 

京
丹
後
市
成
人
式 
華
や
か
に 

　
小
雪
舞
い
肌
寒
い
日
と
な
っ
た

三
月
十
九
日
、「
平
成
十
八
年
京
丹

後
市
成
人
式
」
を
京
都
府
丹
後
文

化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
、

り
り
し
い
は
か
ま
姿
や
色
と
り
ど

り
の
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
七
百
四
人
（
出
席
率
八
三
・
八
％
）

が
大
人
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
招
待
者
は
、
昭
和
六
十

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
八
百
四
十
人
。

会
場
で
は
、
色
鮮
や
か
な
振
り
袖

姿
の
新
成
人
が
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ぶ
な
ど
、

華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
飛
龍
天
衆
（
ひ
り
ゅ

う
た
か
し
ゅ
う
）
の
勇
壮
な
和
太

鼓
演
奏
と
、
峰
山
よ
さ
こ
い
連
「
空

（
く
う
）
」
と
「
夢
て
ん
て
ん
」
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
新
た
な
門
出
を
祝

う
ス
テ
ー
ジ
で
幕
を
開
け
、
中
山

市
長
が
「
み
な
さ
ん
に
は
無
限
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
勇

気
を
持
っ
て
積
極
的

に
自
分
の
人
生
を
耕
し
、

切
り
拓
い
て
ほ
し
い
。

懸
命
に
、
無
我
夢
中
に
、

そ
し
て
継
続
的
に
何

事
に
も
取
り
組
む
、
努
力
す
れ
ば
、

必
ず
結
果
は
つ
い
て
き
ま
す
。
そ

し
て
何
か
に
一
生
懸
命
で
あ
れ
ば
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
め
る
こ
と
へ

の
『
感
謝
』
の
気
持
ち
が
わ
い
て

き
ま
す
。
こ
の
「
『
感
謝
』
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
京

丹
後
市
は
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
、

み
な
さ
ん
も
新
成
人
と
し
て
歩
み

だ
し
た
ば
か
り
。
さ
あ
君
た
ち
の

時
代
で
す
。
京
丹
後
市
は
君
た
ち

と
と
も
に
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

君
た
ち
の
思
い
や
希
望
を
新
し
い

時
代
に
思
い
切
り
熱
く
ぶ
つ
け
、

先
人
へ
の
感
謝
を
は
じ
め
、
多
く

の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
の
上
に
君
た
ち
の
時
代
を
創
っ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に
新

し
い
時
代
の
た
わ
わ
な
、
本
当
の

豊
か
さ
に
向
け
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
」

と
式
辞
。
ま
た
、
来
賓
か
ら
は
お

祝
い
と
温
か
い
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

上
田
陽
平
さ
ん
（
峰
山
町
小
西
）、

山
崎
靖
典
さ
ん
（
弥
栄
町
須
川
）、

梅
田
麻
美
子
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
）

の
三
人
が「
二
十
歳
の
主
張
」
と
題

し
て
、
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
ち
、
社
会
人
と
な
る

決
意
を
力
強
く
宣
言
。 

　
式
典
後
に
は
、
旧
町
ご
と
に
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

に
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、

節
目
の
日
を
存
分
に
喜
び
合
い
ま

し
た
。
　 

写真を撮りあうなど、 

　華やかな雰囲気に包まれました 

笑顔いっぱいに 

　再会を喜びました 
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上田　陽平さん 

（峰山町小西） 

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張 

 

最
近
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
「
ニ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

を
見
か
け
る
。 

 

大
抵
は
、
就
職
す
る
気
が
な
い
人
た
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
け
ど
、
就
職
に
向
け
て
何
か
し
ら
準
備
し
て
い
る
段

階
の
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
や
は
り
中
に
は
就
職

す
る
気
が
無
い
人
が
い
る
の
も
事
実
だ
そ
う
で
す
。
自
分
は

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
今
、
将
来
の
た
め
に
必
死
で
自

動
車
整
備
士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。 

 

何
か
夢
が
あ
る
人
は
、
そ
の
夢
を
絶
対
実
現
さ
せ
て
欲
し

い
。
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
人
は
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
て
、
何
が
自
分
に
一
番
ふ

さ
わ
し
い
か
探
し
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

で
も
、
何
も
せ
ず
流
れ
に
任
せ
て
生
き
て
行
く
と
い
う
の

は
、
一
番
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
楽
か
も
知
れ
な
い
け

ど
、
後
に
な
っ
て
一
番
苦
し
く
な
る
の
も
こ
の
タ
イ
プ
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。  

 

最
後
に
、
僕
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
世
界
を
動
か
し
て
い
く

力
が
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
新
成
人
の

中
か
ら
多
く
の
人
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
活
躍
を
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

自
分
た
ち
の
未
来

自
分
た
ち
の
未
来 

自
分
た
ち
の
未
来 

山崎　靖典さん 

（弥栄町須川） 

梅田麻美子さん 

（弥栄町溝谷） 

　
中
学
を
経
て
、
何
と
な
く
通
っ
て
い
た
峰
山
高
校
農
園
芸

科
。
そ
の
三
年
間
の
中
で
思
い
出
し
た
「
花
屋
に
な
り
た
い
」

と
い
う
幼
き
こ
ろ
の
夢
。
そ
の
夢
を
完
全
に
実
現
さ
せ
る
の

は
無
理
で
も
、
近
い
と
こ
ろ
ま
で
は
実
現
さ
せ
ら
れ
そ
う
だ

と
思
い
、
京
都
府
立
農
業
大
学
校
（
通
称
・
農
大
）
へ
進
学

し
た
。 

 

そ
の
農
大
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
抱
え
て
入
学
し
た
た

く
さ
ん
の
仲
間
に
出
会
い
、
こ
の
二
年
間
と
も
に
寮
で
生
活

し
て
き
た
。
花
・
野
菜
・
果
樹
な
ど
み
ん
な
で
一
緒
に
学
び
、

協
力
し
て
実
習
に
励
ん
だ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
み
ん
な
で
喜

ん
だ
り
、
け
ん
か
を
し
た
り
、
時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
り
。
で
も
お
互
い
が
お
互
い
を
支
え
合
っ
て
い
た
か
ら
、

今
の
自
分
た
ち
が
い
る
ん
だ
と
思
う
。
農
大
を
卒
業
し
、
み

ん
な
に
も
う
会
え
な
く
な
り
少
し
寂
し
い
け
ど
、
き
っ
と
心

の
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

僕
は
、
農
大
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
と
あ

る
農
家
の
も
と
で
研
修
を
兼
ね
て
働
い
て
い
ま
す
。  

 

し
か
し
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
環
境
が
一
気
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
こ
の
先
上
手
く
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
に
な
る

が
、
高
校
・
大
学
で
見
つ
け
た
自
分
の
新
た
な
一
面
と
と
も

に
今
日
ま
で
信
じ
て
き
た
し
、
今
ま
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と

支
え
合
っ
て
い
る
の
で
、
く
じ
け
ず
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。 

　
私
は
短
大
に
入
り
、
初
め
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て
、
自
分

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
な
ん

と
な
く
見
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
も
、
自
分
か
ら
社
会
の

こ
と
に
興
味
を
持
ち
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
今
ま
で
親

に
言
わ
れ
て
い
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
や
バ
イ
ト
な
ど
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に
触
れ
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
二
十
歳
」
な
ん
て
遠
い
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
、
こ
ん
な
自
分
が
二
十
歳
と
は
思
え
な
い
部
分
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
き
く

成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
今
ま
で
築
い
て
き
た
も

の
、
家
族
や
た
く
さ
ん
の
友
達
を
大
切
に
し
て
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

そ
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
丹
後
を
二
年
間
離
れ
知
ら
な
い

土
地
で
生
活
し
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
丹
後
の
よ
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
や
は
り
、
他
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
丹
後
だ
け
に

共
通
す
る
気
持
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
そ
れ
を
大

事
に
し
て
、
ど
こ
に
い
て
も
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張 

自
分
た
ち
の
未
来

自
分
た
ち
の
未
来 

夢
の
実
現 

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張 

自
分
た
ち
の
未
来

自
分
た
ち
の
未
来 

あ
ら
た
め
て
丹
後
の
よ
さ
を
実
感 

 



職
員
手
当
の
状
況 

特
別
職
の
報
酬 

職
員
給
与
費
の
状
況 

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額 

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況 

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料 

級
別
職
員
数 
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師走には、20年ぶりとも言われる豪雪に見舞われましたが、昨年の

災害状況を顧みますと、火災・救急・救助の各出動件数は、前年に比べ

増加しているものの、自然災害は比較的少ない年でした。しかしながら、

財産を喪失する建物火災の約７割が失火によるものであり、火の用心の

徹底をお願いします。 

消防職員に求められる業務も年々高度化しています。知識・技術を練

磨し、市民のみなさんの安心・安全を守るため取り組んでまいります。 

市民に安心・安全を市民に安心・安全を 市民に安心・安全を 

火
災
件
数

火
災
件
数
は
、
三
一
件
で
前
年
に
比
べ

一
四
件
増
え
、
内
建
物
火
災
は
五
件
増
の
一

六
件
で
し
た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
一
人
、

負
傷
者
は
六
人
あ
り
ま
し
た
。 

曜
日
別
で
は
金
曜
日
の
八
件
が
多
く
、
月

別
で
は
ニ
月
に
五
件
、
四
月
・
六
月
に
四
件

の
火
災
を
記
録
し
ま
し
た
。 

原
因
別
で
み
る
と
、
た
き
火
が
八
件
、
次

に
ス
ト
ー
ブ
四
件
の
順
で
、
火
災
原
因
の
四

割
近
く
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
注
意

か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
火
、
放

火
の
疑
い
は
昨
年
か
ら
一
件
減
と
な
る
二
件

で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
監

視
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
火
災
予
防
策
と

な
り
ま
す
。 

時間帯別発生状況 町別火災種別 

救
助
件
数

救
助
件
数
は
、
五
四
件
で
過
去
最
高
だ

っ
た
前
年
か
ら
さ
ら
に
四
件
増
え
ま
し
た
。  

水
難
事
故
が
六
件
増
の
一
〇
件
発
生
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
海
水
浴
場
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
で
の
出
動
は
三
一

件
と
救
助
件
数
の
半
数
以
上
を
占
め
、
軽
自

動
車
が
関
係
す
る
事
故
で
の
出
動
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

携帯電話からの119番通報は、昨年の1
年間に261件(12.8％)でした。これまで代
表本部（宮津与謝消防組合）につながっ
ていた携帯からの通報が、２月から直接
京丹後市消防本部の指令室につながるよ
うになりました。しかし、受信エリアに
よっては近隣の消防本部につながること
もあります。まずは落ち着いて指令室員
に場所を伝えることが大切です。 

【救助】 
※有効な受信数の2,037件に対しての割合です。 
　総受信数は3,767件で、お問い合わせなどの無効な受信数は1,371件あり、その内いたずら電話は121件ありました。 

54件 

増える携帯からの通報 

※1 2 . 8％ 

【火災】 

31
件 

死
者
一
人
、
火
災
増
加 

水
難
事
故
が
多
発 

火災原因 

●たき火　　　　　　8件 

●ストーブ　　　　　4件 

●こんろ　　　　　　2件 

●放火・放火の疑い　2件 

●その他　　　　　 15件 

※ガスこんろ、電気こんろなど 

※ 

上田　　賢 
消防長 
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救急出動件数割合 過去５年間の急病件数の割合 

詳しい住宅用火災警報器の設置方法などは 
市消防本部予防課（　62-5119）または、最寄りの消防署にお問い合わせください。 
市消防本部のホームページもご覧ください。http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kcfd/index.html

今
回
は
、
花
粉
症
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
今
春
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の

よ
う
な
大
量
飛
散
と
は
な
ら
な
い
よ
う
で

す
が
、
油
断
は
大
敵
で
す
。
花
粉
症
は
、

植
物
の
花
粉
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
し
た
即
時

型
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
す
。
花
粉

が
鼻
の
粘
膜
と
接
触
し
て
、
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な
ど
を
、
眼
の
結
膜
と

接
触
し
て
、
か
ゆ
み
、
流
涙
な
ど
を
、
気

管
支
に
吸
入
さ
れ
て
せ
き
、
ぜ
ん
そ
く
な

ど
を
、
皮
膚
と
接
触
し
て
、
皮
膚
炎
を
起

こ
し
ま
す
。
　
花
粉
症
で
は
、
春
の
樹
木

花
粉
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
）
、
夏
の
牧

草
花
粉
（
ム
ギ
、
イ
ネ
な
ど
）
、
秋
の
雑

草
花
粉
（
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
）
が

主
な
原
因
と
な
り
ま
す
。
花
粉
の
飛
散
時

期
に
は
、
花
粉
と
あ
ま
り
接
触
し
な
い
よ

う
に
、
晴
れ
た
日
や
風
の
強
い
日
の
外
出

は
な
る
べ
く
避
け
、
専
用
の
マ
ス
ク
、
め

が
ね
、
帽
子
を
着
け
る
な
ど
工
夫
が
大
切

と
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
病
気
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
が
、
早
め
早
め

の
対
策
を
し
て
つ
ら
い
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン

を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

吉岡 日出圭 
救急救命士 

花
粉
症
に
つ
い
て
　 

救
急
件
数

救
急
件
数
は
、
ニ
、
三
七
五
件
で
前
年

に
比
べ
三
〇
九
件
と
大
幅
に
増
え
、
過
去
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
多
い
月
は

八
月
の
二
四
一
件
で
、
八
月
の
一
日
平
均
出

動
件
数
は
七
・
八
件
で
し
た
。
町
別
で
は
六

〇
五
件
の
網
野
町
が
最
も
多
く
、
次
に
峰
山

町
、
久
美
浜
町
の
順
で
す
。  

搬
送
人
員
は
二
、
二
九
二
人
で
、
峰
山
消

防
署
（
本
署
）
は
半
数
近
く
の
一
、
〇
一
四

人
を
搬
送
し
、
次
は
網
野
分
署
の
五
八
四
人

で
し
た
。 

急
病
で
搬
送
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
か
た
は
、
全
体
の
六
四
％
で
八
八
八

人
を
搬
送
し
、
署
所
別
で
は
竹
野
川
分
遣
所

の
七
三
％
が
最
も
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
満
七
歳
未
満
の
新
生
児
・
乳
幼

児
は
一
一
七
人
の
搬
送
が
あ
り
ま
し
た
。
加

速
す
る
少
子
高
齢
化
に
お
い
て
、
医
療
機
関

と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
。 

２,375
【救急】 

件 

１日平均出動件数 

6.51件 
町別出動件数 
・峰山町　　504件 
・大宮町　　361件 
・網野町　　605件 
・丹後町　　252件 
・弥栄町　　190件 
・久美浜町　462件 
・管外         　1件 

過
去
最
多
の
出
動
件
数 

住宅火災による死亡原因の７割が「逃げ遅れ」住宅火災による死亡原因の７割が「逃げ遅れ」
によるものです。によるものです。火災による煙を感知し、警報で
知らせる「住宅用火災警報器」を、既存住宅を含
む個人の住宅、共同住宅などにも設置を義務付け
る消防法・京丹後市火災予防条例の改正を行いま
した.。 

自動体外式除細動器 

エー　イー　ディー 

人が突然目の前で倒れたとき、あなたはどうし
ますか。 
市消防本部の救急車が到着するまでの平均時間

は約９分。脳が酸素なしで生きていられる時間は
わずか３～４分と言われ、いかに早期の応急手当
が必要であるかがわかります。大切な人を守るた
めに救命講習を受講し技術・知識を身につけまし
ょう。また、講習会では機能停止した心臓に電気
ショックを与えることのできる、ＡＥＤ（自動体
外式除細器）の講習も行っています。 

あなたの家にも必要です 
住宅用火災警報器住宅用火災警報器 

 

悪質な訪問販売が出没する恐れがあり悪質な訪問販売が出没する恐れがあり
ます。十分に注意してください。ます。十分に注意してください。 
悪質な訪問販売が出没する恐れがあり
ます。十分に注意してください。 

新規住宅は平成新規住宅は平成1818年6月から月から 
既存住宅は平成既存住宅は平成2323年6月から月から 

平成平成１７年の救命年の救命

講習会は講習会は              　      人

の参加がありましたの参加がありました。 

1,901

☎
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職 員 配 置 表職 員 配 置 表  
４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。お知らせします。（異動者のみ掲載）（異動者のみ掲載） 

職 員 配 置 表  
４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。（異動者のみ掲載） 

※役職は、※役職は、係長以上を付記　　※○印は、係長以上を付記　　※○印は、昇格者昇格者 ※役職は、係長以上を付記　　※○印は、昇格者 

 

議会総務課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

 

総合戦略課 

総合戦略課 

総合戦略課 

総合戦略課 

総合戦略課 

企画推進課 

企画推進課 

企画推進課 

行財政改革推進課 

行財政改革推進課 

行財政改革推進課 

行財政改革推進課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

情報政策課 

 

総務課 

総務課 

人事課 

人事課 

人事課 

人事課 

人事課 

人事課 

人事課 

人事課 

財政課 

財政課 

財産管理課 

財産管理課 

財産管理課 

財産管理課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

事務局長 

 

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

  

部　　長 

課　　長 

課長補佐　○ 

課長補佐　○ 

  

内閣府派遣 

課　　長 

総合戦略課兼職 

自治体国際化協会派遣 

課　　長 

課長補佐　○ 

総合戦略課兼職 

総合戦略課兼職 

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

部　　長 

課　　長 

課長補佐 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

府地方課派遣 

課　　長 

  

  

  

課　　長 

課長補佐 

安田　　剛（総務部） 

奥垣由美子（保健福祉部障害者福祉課） 

田上　　実（大宮市民局地域事業課） 

中田　裕雄（企画政策部秘書広報課） 

渡邉　　歩（企画政策部秘書広報課） 

金子　隆行（企画政策部情報システム課） 

鈴木　琢夫（大宮市民局地域事業課） 

中村加奈子（峰山市民局地域総務課） 

金久　和幸（生活環境部） 

石嶋　政博（生活環境部環境推進課） 

木村　嘉充（総務部総務課） 

新井　清宏（企画政策部企画推進課） 

高橋　尚義（企画政策部行財政改革推進室） 

永島　一陽（企画政策部企画推進課） 

安岡　克己（久美浜市民局地域総務課） 

井上　浩一（峰山市民局地域事業課） 

田中　涼子（久美浜市民局地域総務課） 

和田　道雄（企画政策部行財政改革推進室） 

中西　和義（企画政策部行財政改革推進室） 

服部　　忍（企画政策部行財政改革推進室） 

井上　和也（企画政策部企画推進課） 

吉岡　敬恭（企画政策部情報システム課） 

戸石　善雅（企画政策部情報システム課） 

木村　裕一（企画政策部情報システム課） 

松本　晃治（企画政策部情報システム課） 

土田　正幸（企画政策部情報システム課） 

志村　吉宗（企画政策部情報システム課） 

藤田　敏弘（企画政策部情報システム課） 

田中　繁生（農林部林業振興課） 

糸井　邦佳（大宮市民局地域事業課） 

池田勇一郎（議会事務局） 

小石原仲秀（総務部税務課） 

川口　勝彦（建設部土木課） 

中西　悦男（総務部職員課） 

小國　敏野（総務部職員課） 

藤野　　均（久美浜市民局地域総務課） 

小西智恵子（生活環境部医療保険課） 

田中　英樹（総務部職員課） 

亀田真奈美（総務部職員課） 

平　　勝行（網野市民局地域事業課） 

大槻　秀明（総務部職員課） 

三浦　大作（網野市民局地域総務課） 

中山　彰人（総務部財政課） 

尾崎　泰樹（会計課） 

給田まゆみ（生活環境部市民課） 

葛原　睦民（農林部農村整備課） 

木本　貴文（丹後市民局地域事業課） 

山　　淳之（網野市民局地域総務課） 

水口　栄子（大宮市民局地域総務課） 

山形　健一（農林部林業振興課） 

岸本　繁之（久美浜市民局地域福祉課） 

柳内　研一（丹後市民局地域総務課） 

宮本　富夫（総務部総務課） 

中川　正明（網野市民局地域事業課） 

田宮　　均（総務部財産管理課） 

松川　秀之（久美浜市民局地域総務課） 

議会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画政策部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総　務　部 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

 

医療改革推進政策監付け 

医療改革推進政策監付け 

医療改革推進政策監付け 

   

市民課 

市民課 

市民課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

環境推進課 

環境推進課 

環境推進課 

環境推進課 

網野衛生センター 

竹野川衛生センター 

竹野川衛生センター 

生活福祉課 

生活福祉課 

生活福祉課 

障害者福祉課 

障害者福祉課 

障害者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

子育て支援課 

子育て支援課 

健康推進課 

健康推進課 

健康推進課 

健康推進課 

健康推進課 

健康推進課 

 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村調整課 

農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

  

  

  

  

 

政策監付補佐 

政策監付補佐 

  

部　　長 

課　　長 

  

KTR兼職を解く 

  

  

  

  

間人診療所 

課　　長 

課長補佐 

  

経産省派遣 

センター長 

センター長 

  

市社協派遣主幹○ 

課長補佐 

  

課　　長 

  

  

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

課長補佐 

  

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

  

部　　長 

課　　長 

主　　幹 

課長補佐 

  

  

  

  

  

課　　長 

課長補佐 

主　　査 

磯田　新也（久美浜市民局地域福祉課） 

中村　正人（丹後市民局地域総務課） 

田中　一郎（久美浜市民局地域総務課） 

小北　景子（網野市民局地域総務課） 

中村　基彦（商工観光水産部） 

吉岡　正俊（医療事業部地域医療課） 

梅田　純市（網野市民局地域総務課） 

西山　真澄（医療事業部地域医療課） 

三浦　　到（企画政策部） 

給田　敏之（商工観光水産部観光振興課） 

月岡　良子（久美浜市民局地域事業課） 

木　　敬輝（生活環境部市民課） 

安田　　章（峰山市民局地域事業課） 

西井　正彦（医療事業部地域医療課） 

吉岡ひろみ（医療事業部地域医療課） 

中村亜希子（監査委員事務局） 

奥田　晋子（医療事業部間人診療所） 

福井　利道（商工観光水産部商工振興課） 

大木　利男（大宮市民局地域事業課） 

後藤　正明（商工観光水産部丹後の魅力発信拠点整備推進室） 

松田　吉正（総務部職員課） 

谷口　幸作（生活環境部竹野川衛生センター） 

藤田　竹彦（弥栄市民局地域事業課） 

小山　　孝（弥栄市民局地域事業課） 

坂本　裕子（保健福祉部高齢者福祉課） 

森岡　芳信（保健福祉部生活福祉課） 

堀　　敏郎（大宮市民局地域総務課） 

糸井　嘉彦（教育委員会事務局教育総務課） 

高野美加代（議会事務局議会総務課） 

田辺　美幸（弥栄市民局地域福祉課） 

古橋　伸一（久美浜市民局地域福祉課） 

森本　辰朗（総務部税務課） 

中村八寿子（弥栄市民局地域総務課） 

安達　玲子（弥栄市民局地域福祉課） 

竹内　歩己（保健福祉部健康推進課） 

山副佳代子（弥栄市民局地域総務課） 

新谷　千歳（医療事業部地域医療課） 

安達　忠行（弥栄市民局地域福祉課） 

味田　伸一（建設部管理課） 

大江八千代（弥栄市民局地域福祉課） 

大下めぐみ（網野市民局地域福祉課） 

小森　宏子（久美浜市民局地域福祉課） 

吉野　知己（網野市民局地域福祉課） 

増田　英雄（農林部） 

辻田　壽男（総務部財産管理課） 

水口　孝志（企画政策部企画推進課） 

小林　泰嘉（弥栄市民局地域事業課） 

小森　康弘（久美浜市民局地域事業課） 

岡本有希子（網野市民局地域総務課） 

小西　晋哉（丹後市民局地域事業課） 

松山　　正（農林部農村整備課） 

足達　和則（農林部農村整備課） 

大久保　亨（丹後市民局地域総務課） 

山下　茂裕（丹後市民局地域事業課） 

島　　素一（農林部農業振興課） 

今田　昇一（農林部農業振興課） 

 

総　務　部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉部 
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農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

  

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

観光振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

   

管理課 

管理課 

管理課 

管理課 

土木課 

都市計画・建築住宅課 

都市計画・建築住宅課 

都市計画・建築住宅課 

   

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

  

  

  

  

  

課　　長 

課長補佐 

  

  

府土地改良兼職を解く 

  

  

府土地改良派遣 

  

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

  

部　　長 

課　　長 

課長補佐 

  

  

  

  

  

京都産業21派遣 

課　　長　○ 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

あじわいの郷派遣 

  

課　　長 

課長補佐 

  

  

経産省派遣 

部　　長 

課長補佐 

  

  

  

課長補佐 

課長補佐 

  

  

部　　長 

課　　長 

  

  

  

課　　長 

松本　哲朗（農林部農業振興課） 

上田　雅彦（農林部農業振興課） 

吉岡　朝美（網野市民局地域総務課） 

蒲田　真好（丹後市民局地域事業課） 

梅田　利通（農林部農業振興課） 

芝野　和之（農林部農村整備課） 

坪倉　義英（峰山市民局地域事業課） 

平林　順一（農林部農村整備課） 

増馬　孝之（久美浜市民局地域事業課） 

吉谷　健也（農林部農村整備課） 

山岡　精紀（農林部農村整備課） 

大下順太郎（農林部農村整備課） 

野村　隆文（上下水道部下水道課） 

宇野　直樹（農林部林業振興課） 

引野　都夫（生活環境部網野衛生センター） 

小石原吉雄（商工観光水産部水産課） 

小幡　健一（商工観光水産部水産課） 

野村　俊彰（商工観光水産部水産課） 

大同　敏剛（商工観光水産部商工振興課） 

溝尻　尚敏（商工観光水産部水産課） 

岡田　美晴（監査委員事務局） 

中村　悦雄（教育委員会事務局社会教育課） 

吉岡　茂昭（丹後市民局地域総務課） 

吉岡　恵美（商工観光水産部商工振興課） 

森　　勇雄（商工観光水産部商工振興課） 

増田　知裕（商工観光水産部商工振興課） 

志水　丈浩（商工観光水産部商工振興課） 

川浪周一郎（網野市民局地域事業課） 

田中　光男（久美浜市民局地域総務課） 

下岡啓二郎（企画政策部行財政改革推進室） 

堀江　豊子（商工観光水産部観光振興課） 

谷口　栄司（保健福祉部健康推進課） 

江上　弘司（商工観光水産部観光振興課） 

岡本　　毅（弥栄市民局地域事業課） 

引野　雅文（商工観光水産部観光振興課） 

下戸　裕子（商工観光水産部観光振興課） 

平林　洋二（弥栄市民局地域事業課） 

大江　　裕（弥栄市民局地域事業課） 

沖　　　学（峰山市民局地域事業課） 

田家　　学（生活環境部竹野川衛生センター） 

小森　剛志（久美浜市民局地域事業課） 

中村　　雅（商工観光水産部丹後の魅力発信拠点整備推進室） 

福尾　昌信（網野市民局地域事業課） 

小林　英樹（商工観光水産部丹後の魅力発信拠点整備推進室） 

上羽　正行（商工観光水産部商工振興課） 

宇野　浩嗣（商工観光水産部商工振興課） 

大村　　隆（丹後市民局） 

糸井　正彦（農林部林業振興課） 

松下　幸弘（商工観光水産部観光振興課） 

和田　　功（峰山市民局地域事業課） 

橋本　尚子（丹後市民局地域総務課） 

辻　　修平（商工観光水産部商工振興課） 

中川　　誠（峰山市民局地域事業課） 

中地　慎悟（商工観光水産部水産課） 

小谷健太郎（久美浜市民局地域事業課） 

井本　勝己（網野市民局） 

川口　富義（生活環境部市民課） 

鶴原　義和（網野市民局地域事業課） 

田村真知子（網野市民局地域事業課） 

梅田研二郎（教育委員会事務局弥栄教育分室） 

増田　卓雄（丹後市民局地域福祉課） 

松本　勝年（保健福祉部高齢者福祉課） 

金子　真一（建設部都市計画・建築住宅課） 
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商工観光部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建　設　部 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道部 

 

下水道課 

下水道課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

地域事業課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

  

  

市民局長　○ 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

課長補佐 

  

  

市民局長 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

課　　長 

市民局長　○ 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

市民局長 

課　　長 

主　　幹 

課長補佐 

野村　　至（農林部農業振興課） 

川口　悟史（大宮市民局地域事業課） 

蒲田　幸造（企画政策部秘書広報課） 

小石原利和（保健福祉部健康推進課） 

鬼束　良子（峰山市民局地域福祉課） 

後藤　圭治（峰山市民局地域総務課） 

中地　孝雄（峰山市民局地域総務課） 

松本眞理子（峰山市民局地域総務課） 

上羽　　清（峰山市民局地域総務課） 

松   　良幸（峰山市民局地域福祉課） 

金子　知子（峰山市民局地域福祉課） 

岩城　宏之（峰山市民局地域総務課） 

岸田　裕幸（峰山市民局地域総務課） 

富永　理恵（峰山市民局地域福祉課） 

橋本　知美（峰山市民局地域福祉課） 

村田　雅之（峰山市民局地域総務課） 

三本　智之（峰山市民局地域総務課） 

宇野　祥子（企画政策部秘書広報課） 

平田友美子（峰山市民局地域総務課） 

番場　常夫（農林部農村整備課） 

寺田　一雄（生活環境部環境推進課） 

大木　香織（商工観光水産部観光振興課） 

松本　義雄（久美浜市民局） 

矢野　節雄（大宮市民局地域総務課） 

矢野　義則（大宮市民局地域福祉課） 

白杉　千春（大宮市民局地域総務課） 

矢野　典一（上下水道部水道課） 

西村誠志郎（大宮市民局地域総務課） 

安田　啓子（大宮市民局地域福祉課） 

安田　悦雄（大宮市民局地域総務課） 

中西　陽一（大宮市民局地域福祉課） 

田中　寿夫（大宮市民局地域総務課） 

高田　亮平（大宮市民局地域福祉課） 

川村　義輝（大宮市民局地域総務課） 

松下　恵美（大宮市民局地域福祉課） 

三浦　知史（大宮市民局地域総務課） 

梅田　友紀（大宮市民局地域総務課） 

吉野　弘子（大宮市民局地域福祉課） 

谷口　正春（峰山市民局地域総務課） 

坪倉　　護（企画政策部企画推進課） 

藤原　晃史（保健福祉部高齢者福祉） 

松下　栄子（生活環境部医療保険課） 

松本　裕子（網野市民局地域福祉課） 

柴田　隆行（網野市民局地域総務課） 

沖佐々木富枝（網野市民局地域総務課） 

澤　　明美（網野市民局地域福祉課） 

坪倉　良樹（網野市民局地域総務課） 

池部えり子（網野市民局地域福祉課） 

松本　智子（網野市民局地域福祉課） 

金木美由紀（網野市民局地域総務課） 

大澤　和子（網野市民局地域福祉課） 

中川　映子（保健福祉部健康推進課） 

小坂　貴寛（網野市民局地域総務課） 

佐川　清隆（網野市民局地域福祉課） 

小石原弘通（網野市民局地域福祉課） 

吉野　　勝（網野市民局地域総務課） 

田中佐妃子（丹後市民局地域福祉課） 

千賀　　誠（網野市民局地域総務課） 

中島　香織（網野市民局地域総務課） 

山本　邦昭（消防本部） 

藤村　隆生（峰山市民局地域福祉課） 

東　　和彦（建設部管理課） 

安田　則子（丹後市民局地域福祉課） 

上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大宮市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網野市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後市民局 
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指田　　竜（消防課消防１係） 

井上　忠司（網野分署警備１係） 

吉岡日出圭（網野分署警備１係） 

安井　英人（消防課消防２係） 

藤野　光磯（本部総務課) 

松本　正紀（指令１係長兼務解く） 

北垣　　勝（竹野川分遣所警備２係） 

井上健仁郎（網野分署副分署長） 

中西　直行（指令室指令１係） 

増田　　淳（消防課消防１係） 

和田　英樹（消防課救急２係） 

中山　晶夫（消防課消防２係） 

末次　正博（久美浜分署副分署長） 

濱野　泰一（久美浜分署警備２係） 

吉岡　　寛（久美浜分署警備２係） 

田宮　恭志（網野分署警備２係） 

吉岡　徹也（竹野川分遣所警備２係） 

山本　秀之（消防課消防１係） 

渡邊登世浩（竹野川分遣所警備２係） 

矢谷　正利（消防課消防２係） 

山本　景一（竹野川分遣所警備１係） 

西村　　均（網野分署副分署長）　 

吉岡　　穣（指令室指令３係） 

中西　孝文（網野分署警備２係） 

中西　彰彦（消防課消防２係） 

芦田　重行（指令室指令２係） 

小森　英志（網野分署警備２係） 

池口　直弘（網野分署警備１係） 

浅田　智成（本部総務課総務係） 

野村　和孝（久美浜分署警備２係） 

梅田　雅弘（網野分署警備１係） 

池本清一朗（久美浜分署警備１係） 

今井　大祐（竹野川分遣所警備１係） 

粟倉小夜子（教育委員会事務局教育総務課） 

数多　昌典（企画政策部情報システム課） 

砂井　一弘（峰山市民局地域総務課） 

山副　隆司（消防本部総務課） 

堂田　孝二（峰山市民局） 

岸本　裕子（保健福祉部障害者福祉課） 

久岡　敏高（農林部林業振興課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 

事　務　局 

 

監 査 委 員 

事　務　局 

農業委員会事務局 

消防課　消防２係 

消防課　消防２係 

消防課　救急２係 

消防課　救急２係 

消防課　救急２係 

指令室 

指令室　指令１係 

指令室 

指令室　指令２係 

指令室　指令３係 

予防課　予防係 

予防課　予防係 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備２係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備２係 

久美浜分署　警備２係 

久美浜分署　警備２係 

竹野川分遣所　警備１係 

竹野川分遣所　警備１係 

竹野川分遣所　警備２係 

竹野川分遣所　警備２係 

竹野川分遣所　警備２係 

教育総務課 

教育総務課 

教育総務課 

社会教育課 

 

 

係　　長 

 

 

副指令室長 

 

副指令室長 

 

 

 

 

副分署長 

係　　長 

 

 

 

 

 

 

 

副分署長 

 

 

 

係　　長 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

   

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

地域事業課 

会計課 

会計課 

 

総務課 

総務課 

総務課　総務係 

総務課　管理係 

総務課 

総務課 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　救急１係 

消防課　救急１係 

消防課　消防２係 

消防課　消防２係 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

課長補佐 

市民局長 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

課　　長 

市民局長 

課　　長 

課長補佐 

課長補佐 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

主　　査 

  

  

課　　長 

主　　査 

消 防 長 

課　　長 

課長補佐 

係　　長 

係　　長 

 

 

 

 

 

 

　　係　長 

木下　俊夫（丹後市民局地域総務課） 

千賀裕美子（教育委員会事務局教育総務課） 

丸山　亨子（丹後市民局地域福祉課） 

道家　城作（丹後市民局地域福祉課） 

増田　裕貴（丹後市民局地域総務課） 

大久保貴教（丹後市民局地域総務課） 

蒲田有希子（網野市民局地域福祉課） 

下戸　美紀（丹後市民局地域総務課） 

高田なぎさ（丹後市民局地域総務課） 

岩崎　英史（農林部農業振興課） 

高野　重隆（医療事業部） 

小出　光祐（総務部総務課） 

金盛　俊幸（弥栄市民局地域総務課） 

川戸　一生（弥栄市民局地域福祉課） 

森野　清美（弥栄市民局地域福祉課） 

松村　清美（弥栄市民局地域総務課） 

吉岡加代子（弥栄市民局地域総務課） 

田茂井和子（弥栄市民局地域福祉課） 

吉田　玉樹（弥栄市民局地域事業課） 

吉田　千春（弥栄市民局地域福祉課） 

島田真由美（弥栄市民局地域福祉課） 

梅田　和幸（弥栄市民局地域総務課） 

蒲田　真穂（弥栄市民局地域総務課） 

安積智代美（弥栄市民局地域総務課） 

小谷　和広（弥栄市民局地域総務課） 

糸井　泰夫（農林部農業振興課） 

藤原　孝司（建設部） 

吉岡喜代和（網野市民局地域福祉課） 

上本あや子（久美浜市民局地域福祉課） 

秦　　祐康（久美浜市民局地域総務課） 

山本エミコ（久美浜市民局地域総務課） 

門下　保夫（総務部税務課） 

野村　　薫（久美浜市民局地域総務課） 

土出　美幸（久美浜市民局地域福祉課） 

岩田　和美（久美浜市民局地域福祉課） 

平林　克也（久美浜市民局地域事業課） 

志村　和弘（久美浜市民局地域総務課） 

小幡　秀子（保健福祉部高齢者福祉課） 

野村　　弘（久美浜市民局地域総務課） 

藤村　　綾（久美浜市民局地域福祉課） 

野村亜紀子（久美浜市民局地域福祉課） 

田中沙智代（久美浜市民局地域総務課） 

増田真由美（久美浜市民局地域総務課） 

平林　正明（教育委員会事務局社会教育課） 

野村　英樹（久美浜病院事務部管理課） 

中川　享一（企画政策部秘書広報課） 

吉岡　文代（弥栄市民局地域総務課） 

入江　君子（生活環境部医療保険課） 

上田　　賢（大宮市民局） 

松梨　裕治（弥栄病院事務部） 

河野矢　秀（総務係長兼務解く） 

安川　郁夫（本部総務課管理係） 

山添　敏弘（消防課救急１係） 

山本　篤生（新規採用） 

平井　孝直（新規採用） 

辻　　正男（指令室指令２係） 

岩瀬　章二（消防課消防２係） 

藪下　茂幸（久美浜分署警備１係） 

三宅　英樹（本部総務課） 

中村　一　（消防課救急２係) 

大森　　茂（網野分署警備１係） 

山添　勝弘（久美浜分署警備１係） 

岩田　善雄（消防課消防１係） 

 

 

 

 

丹後市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥栄市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久美浜市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　　　計 

 

 

 

消 防 本 部 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

 

　　　　　　

課　　長　○ 

課長補佐 

  

課　　長 

事務局長 

 

事務局長 
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辻　　廣志（弥栄市民局　市民局長） 

池田　　栄（上下水道部　部長） 

磯田　智子（久美浜病院事務部管理課　課長） 

山本太三郎（上下水道部下水道課　課長） 

田村　　進（医療事業部地域医療課　課長） 

小倉美喜雄（商工観光水産部水産課　課長） 

梅田　昌三（上下水道部水道課　課長） 

田中千賀代（大宮市民局地域福祉課　課長） 

谷口　宗廣（保健福祉部障害者福祉課　課長） 

石田　新作（総務部税務課　主幹） 

今西　照郎（農林部農村整備課　主幹） 

濱田　敏雄（保健福祉部生活福祉課　課長補佐） 

黒崎千寿子（保健福祉部健康推進課　課長補佐） 

山本　悦子（総務部職員課） 

池部　敬子（上下水道部下水道課） 

上田　泰代（保健福祉部子育て支援課） 

角江富貴子（医療事業部大宮診療所） 

室田　豊子（総務部財産管理課） 

弥栄病院技術部 

弥 栄 病 院 

看　護　部 

久美浜病院 

看　護　部 

 

 

 

 

生活環境部 

五箇小学校 

網野南小学校 

島津小学校 

郷小学校 

間人小学校 

豊栄小学校 

竹野小学校 

 

黒部小学校 

久美浜小学校 

佐濃小学校 

峰山中学校 

網野中学校 

橘中学校 

間人中学校 

弥栄中学校 

久美浜中学校 

峰山保育所 

 

五箇保育所 

 

長岡保育所 

 

 

新山保育所 

 

 

丹波保育所 

口大野保育所 

 

大宮南保育所 

 

河辺保育所 

 

善王寺保育所 

 

網野保育所 

 

 

網野みなみ保育所 

 

浅茂川保育所 

 

島津保育所 

 

 

たちばな保育所 

 

 

間人保育所 

 

上宇川保育所 

鳥取保育所 

黒部保育所 

溝谷保育所 

吉野保育所 

 

久美浜保育所 

 

神野保育所 

田村保育所 

 

こうりゅう保育所 

 

 

 

所　　長○ 

 

 

所　　長 

所　　長 

 

 

 

 

所　　長○ 

所　　長○ 

 

所　　長 

 

 

所　　長 

所　　長 

 

 

 

 

所長補佐○ 

 

 

 

 

所　　長 

 

 

 

所　　長○ 

 

 

所　　長○ 

 

 

 

 

所　　長○ 

所　　長 

 

所　　長○ 

所　　長○ 

 

 

所　　長 

 

所　　長○ 

所　　長○ 

和田久美子 （丹波保育所） 

小森　路子 （こうりゅう保育所） 

永江　洋子 （たちばな保育所） 

小西美也子 （長岡保育所） 

小井根直美 （久美浜保育所） 

梅田　幸子 （丹波保育所） 

西垣　育子 （五箇保育所） 

山添由美子 （峰山保育所） 

吉岡　京子 （大宮南保育所） 

高尾　智美 （五箇保育所） 

小西　次子 （五箇保育所） 

梅田津也子 （網野みなみ保育所） 

淺田　和子 （善王寺保育所） 

牧野　恵理 （大宮南保育所） 

由利　福美 （新山保育所） 

本田　直美 （善王寺保育所） 

大木登志子 （善王寺保育所） 

小牧　貞子 （溝谷保育所） 

小幡　恵子 （大宮南保育所） 

西村久美子 （峰山保育所） 

若野　浩子 （溝谷保育所） 

小石原朱美 （島津保育所） 

松尾　友佳 （網野みなみ保育所） 

中村恵美子 （島津保育所） 

松村　雅代 （口大野保育所） 

小石原眞由美 （たちばな保育所） 

入江美智子 （新山保育所） 

水口　智美 （豊栄保育所） 

野木　知春 （河辺保育所） 

下岡　好子 （網野みなみ保育所） 

蒲田　和子 （下宇川保育所） 

近藤美佐枝 （黒部保育所） 

吉村　典子 （浅茂川保育所） 

小森　敦子 （網野保育所） 

小石原　隆 （網野保育所） 

東　　裕子 （上宇川保育所） 

小倉　博美 （鳥取保育所） 

山内　範子 （上宇川保育所） 

堀江　淳子 （間人保育所） 

松本佳代子 （吉野保育所） 

岡本　京子 （間人保育所） 

久岡　弥生 （黒部保育所）　 

渡利　良美 （新山保育所） 

吉岡ますみ （溝谷保育所） 

永井ゆみ子 （こうりゅう保育所） 

藤野　雪子 （田村保育所） 

柴田真美子 （こうりゅう保育所） 

辻田　典子 （田村保育所） 

古橋千津子 （湊保育所） 

川口　匡美 （こうりゅう保育所） 

井尻　照子 （網野みなみ保育所） 

岡田　茂子 （神野保育所） 

山口　美里 （久美浜保育所） 

清水　絵梨 （峰山保育所） 

田中　秀夫 （峰山中学校） 

佐々木友彦 （竹野小学校） 

岩本登志子 （網野南小学校） 

井上　八重 （島津小学校） 

東　　　孝 （黒部小学校） 

稲本久美子 （間人中学校） 

大西　弘己 （網野中学校） 

山岡　勝巳 （間人中学校） 

藤原　　緑 （黒部小学校） 

藤村　紀子 （五箇小学校） 

今井　昭子 （網野学校給食センター） 

吉田　菊子 （佐濃小学校） 

西山　朝美 （高龍中学校） 

池内　　進 （弥栄中学校） 

土井　貞雅 （橘中学校） 

奥谷　泰英 （郷小学校） 

大下　鉄司 （間人小学校） 

西川　　充 （竹野小学校） 

林　　久雄 （豊栄小学校） 

綱　　澄子 （久美小学校） 

 

 

 

 

 

 

大宮診療所 

大宮診療所 

大宮診療所 

大宮診療所 

間人診療所 

間人診療所 

間人診療所 

間人診療所 

間人診療所

間人診療所 

藤原　　繭（新規採用） 

寺田智栄子（新規採用） 

老籾　文子（新規採用） 

渡邉　沙織（新規採用） 

辻　　知子（新規採用） 

矢野真美子（新規採用） 

松島　朋子（弥栄病院看護部）  

田中真由美（医療事業部大宮診療所） 

小牧　令子（医療事業部大宮診療所） 

中西　浩明（医療事業部大宮診療所）  

小谷千鶴代 （医療事業部間人診療所） 

三本　智恵 （医療事業部間人診療所） 

野木日出子 （医療事業部間人診療所） 

新治　信子 （医療事業部間人診療所） 

中西知亜紀 （医療事業部間人診療所）  

廣瀬　　修 （医療事業部間人診療所） 

和田美穂子（長岡保育所　所長） 

岸本百合子（口大野保育所　所長） 

村上　育子（善王寺保育所　所長） 

尾江　里子（島津保育所　所長） 

岡本　和子（たちばな保育所　所長） 

行待　豊子（間人保育所　所長） 

藤原　次江（吉野保育所　所長） 

井上　園枝（久美浜保育所　所長） 

田中真寿美（神野保育所　所長） 

野村美保子（こうりゅう保育所　所長） 

宇野　末子（吉原保育所） 

岡崎　昭子（大宮南保育所） 

荻野　房江（網野保育所） 

深田さよ子（島津保育所） 

柴山八穂子（和田野保育所） 

大澤　清美 （間人小学校）  

岡野　富治 （宇川小学校）  

尾瀬　重一 （宇川中学校）  

清水　義夫（久美浜病院事務部） 

深田　浩志（生活環境部環境推進課） 

高原　誠治（病院副院長　兼技術部長　兼

眼科部長　兼医療事業部五十河診療所長） 

野口　　正（小児科医長） 

天道　正成（外科医長） 

薗田　　徹（医師） 

岡田　高夫（農業委員会事務局） 

行待　清一（弥栄病院事務部管理課） 

本田　仁美（久美浜市民局地域事業課） 

堀　　信介（新規採用） 

渡邊　晶子（新規採用） 

大内　一孝（新規採用） 

真下　　肇（歯科部長　兼歯科口腔外科部長） 

桝　　智弘（歯科医長　兼歯科口腔外科医長） 

山本　　康（内科部長 兼医療事業部佐濃診療所長） 

飯田　泰成（医療事業部大宮診療所長）  

辻本　庄司（医療事業部間人診療所長）  

川端　國旦（医療事業部間人診療所医師） 

　　　　　事務長 

管理課　　課長 

病院副院長　兼技術部長　兼眼科部長

兼生活環境部五十河診療所長  

小児科部長  

診療部長　兼外科部長  

内科医長  

　　　　　事務長 

管理課　　課長 

管理課 

歯科口腔外科部長  

内科医長  

小児科医師  

歯科部長  

歯科医長  

内科部長　兼生活環境部佐濃診療所長  

大宮診療所診療所長  

間人診療所診療所長  

間人診療所内科医長 

弥栄病院事務部 

 

 

弥 栄 病 院 

診　療　部  

 

 

久美浜病院

事　務　部 

 

 

久美浜病院 

診　療　部  

 

 

 

生活環境部 

平松　　真（久美浜病院診療部内科医長） 

黒崎　郁子（久美浜病院看護部） 

藤原ゆかり（久美浜病院看護部） 

内間　恭武（弥栄病院診療部診療部長兼外科部長） 

品川　明子（弥栄病院診療部産婦人科医師） 

田中　悦子（弥栄病院看護部総看護師長） 

上古　直人（総務部職員課医師） 

退　　職 （３月31日付け） 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 

久美浜病院 

　小児科　岩見　均医師 

 

京都府立医科大学卒 

主に骨髄移植など小児の血液 

悪性腫瘍の医療に従事 

平成９年から久美浜病院勤務 

〜
学
校
で
問
題
を
起
こ
す

〜
学
校
で
問
題
を
起
こ
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
病
気
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
病
気
〜 

〜
学
校
で
問
題
を
起
こ
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
病
気
〜 

むし歯予防にフッ化物応用が効果的！むし歯予防にフッ化物応用が効果的！ むし歯予防にフッ化物応用が効果的！ 
 日本では、従来、むし歯の予防法として、糖分制限（おやつ）・ブラッシング指導を中心に取り組まれてきま

した。しかし、それだけでは限界があると言えます。 

 むし歯予防をより効果的に進めるために、ブラッシングに加えて歯質そのものを強くする効果を期待してのフ

ッ化物の応用が注目を集めています。 

【フッ化物の応用例】 

 ①フッ化物歯面塗布 

　　　乳幼児健康診査や歯科医院で塗布します。 

 ②フッ化物洗口 

　　　４歳前後から勧められていますが、ブクブクうがいが

上手くできたら始めます。家庭でも歯科医師の処方で

実施できます。一般的には、保育所や小学校など集団

で実施します。（17年度は、網野保育所など８か所で

実施しており、18年度には新たに６保育所で実施する

予定です） 

 ③フッ化物配合歯磨き剤の使用 

　　　家庭で手軽に始められる方法です。 

 

ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
行
動
で
学
校
生
活
に
問
題
を

起
こ
す
子
ど
も
の
中
に
は
、
　
発
達
障
害
　
と
言

う
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
発
達
障
害
と

は
、
脳
の
機
能
に
先
天
的
な
異
常
が
あ
る
病
気
で
、

自
閉
症
、
情
緒
障
害
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

注
意
欠
陥
多
動
症
候
群(

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ)

、
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
）
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
一

人
の
子
ど
も
に
二
つ
以
上
の
障
害
が
重
な
る
こ
と

も
あ
り
、
鑑
別
が
非
常
に
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

 

「
自
閉
症
」
と
は
、
　
人
と
の
意
志
の
疎
通
が

で
き
な
い
　
障
害
で
す
。
さ
細
な
こ
と
に
異
常
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
り
、
さ
細
な
こ
と
で
パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
の

遅
れ
、
周
囲
か
ら
の
孤
立
な
ど
の
症
状
が
、

三
歳
以
前
に
現
れ
、
母
親
と
も
意
志
が
通
い

に
く
い
た
め
、
母
親
が
愛
情
を
注
げ
ず
、
虐

待
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
、
言
葉
の
遅
れ

が
な
い
自
閉
症
の
ひ
と
つ
で
、
周
囲
と
の
意

志
の
疎
通
が
な
に
か
し
ら
上
手
く
い
か
な
い

障
害
で
す
。
周
囲
は
迷
惑
が
っ
て
る
の
に
、

本
人
は
気
に
入
っ
て
、
奇
妙
な
言
動
や
行
動

を
繰
り
返
し
た
り
し
ま
す
。
友
達
が
欲
し
い
の
に
、

他
人
と
の
折
り
合
い
が
全
く
合
わ
ず
、
結
局
、
集

団
の
中
で
孤
立
し
た
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
見
正
常
に
見
え
、
特
定
の
分
野
で
は
成
績
は
よ

い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
、
逆
に
障
害
に
気

付
き
に
く
く
さ
せ
ま
す
。 

 
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
、
周
囲
に
対
す
る
注
意
力
が
乏
し

く
、
人
が
呼
ん
で
も
す
ぐ
に
反
応
し
な
か
っ
た
り
、

異
常
に
落
ち
着
き
が
な
く
、
衝
動
的
な
行
動
が
目

立
ち
、
保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
、
集
団
行
動
が
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
が

ク
ラ
ス
に
二
人
い
る
と
、
お
互
い
が
刺
激
し
合
っ

て
、
大
騒
動
に
な
り
、
授
業
が
成
立
せ
ず
、
学
級

崩
壊
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
教
師
の
能
力
や
、
子

ど
も
の
し
つ
け
な
ど
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
刺
激
の
少
な
い
環
境
が
大
切
で
、 

ま
た

リ
タ
リ
ン
と
い
う
薬
が
七
割
の
子
ど
も
に
効

き
ま
す
。 

　
学
習
障
害
と
は
、
全
体
の
知
能
に
問
題
な

い
の
に
、
あ
る
領
域
（
読
み
、
書
き
、
文
章

作
成
力
、
計
算
、
空
間
認
知
能
力
、
推
論
す

る
能
力
な
ど
）
の
能
力
の
み
が
極
端
に
発
達

し
に
く
い
障
害
で
す
。 

 

こんにちは！保健師です こんにちは！保健師です 

フッ化物洗口（浅茂川保育所） 
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地域の宝である子どもたちを　地域で守る地域の宝である子どもたちを　地域で守る 地域の宝である子どもたちを　地域で守る 鳥取小学校区で「子ども見守り隊」発足鳥取小学校区で「子ども見守り隊」発足 鳥取小学校区で「子ども見守り隊」発足 

　
色
覚
異
常
（
＝
色
盲
）
は
、
あ
る
特
定
の
色
だ

け
認
識
で
き
な
い
病
気
で
す
が
、
学
習
障
害
は
そ

の
知
能
版
と
も
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
言
葉
の
理

解
力
が
な
い
と
、
教
師
が
何
を
言
っ
て
る
か
を
理

解
で
き
な
い
の
で
、
先
生
の
指
示
に
従
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
の
能
力
は
正
常
で
す
か
ら
、
そ
の
子
が

障
害
が
あ
る
と
は
わ
か
ら
ず
、
生
意
気
な
生
徒
と

評
価
さ
れ
、
教
師
や
級
友
か
ら
阻
害
さ
れ
、
時
に

は
、
い
じ
め
に
あ
い
ま
す
。
俳
優
の
ト
ム
ク
ル
ー

ズ
が
そ
う
で
し
た
。 

 

発
達
障
害
と
同
じ
よ
う
な
症
状
を
き
た
す
疾
患

に
は
、
小
児
統
合
失
調
症
（
昔
の
分
裂
病
）
、
神

経
症
な
ど
の
精
神
神
経
疾
患
や
人
格
障
害
な
ど
が

あ
り
ま
す
。 

 

人
格
障
害
と
は
、
認
知
（
他
人
へ
の
配
慮
な
ど
）
、

対
人
関
係
、
感
情
、
衝
動
の
抑
制
な
ど
の
人
格
面

で
明
ら
か
な
異
常
を
呈
す
る
障
害
で
す
。
妄
想
性
、

分
裂
病
質
、
分
裂
病
型
、
反
社
会
性
、
境
界
性
、

演
技
性
、
自
己
愛
性
、
回
避
性
、
依
存
性
、
強
迫

性
な
ど
の
型
が
あ
り
ま
す
。
極
端
に
行
動
が
幼
稚

で
あ
る
と
か
、
反
社
会
的
で
あ
る
と
か
、
自
分
の

考
え
に
執
着
し
た
り
す
る
た
め
、
問
題
が
起
こ
り

ま
す
。 

 

発
達
障
害
や
精
神
疾
患
の
多
く
は
原
因
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
こ
う
そ
く
な
ど
の
病
気
で

も
似
た
よ
う
な
症
状
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
、

脳
の
神
経
機
能
に
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
目
や
耳
や
手
足
が
不
自
由
な
ど
の
身
体
的

な
障
害
と
同
じ
で
、
脳
の
神
経
の
障
害
で
あ
っ
て
、

し
つ
け
や
教
育
が
悪
い
か
ら
招
い
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

外
見
で
は
障
害
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
怠
け

て
い
る
と
か
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
か
反
抗
的
な
ど
と

言
わ
れ
て
、
周
囲
か
ら
阻
害
さ
れ
、
孤
立
し
、
自

分
に
対
し
て
　
ど
う
せ
僕
な
ん
か
　
と
思
い
込
み

ま
す
。
そ
し
て
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
に
陥
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
入
り
浸
た
り
、

同
じ
境
遇
の
子
ど
も
ば
か
り
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
集
団
で
小
さ
い
犯
罪
や
時
に
は
大
き
な
犯
罪

を
犯
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
生
活
だ

け
で
な
く
、
家
庭
内
で
の
養
育
に
も
支
障
を
き
た

し
、
親
子
関
係
の
破
綻
か
ら
　
子
ど
も
の
虐
待
　

や
家
庭
内
暴
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

問
題
行
動
を
起
こ
す
子
ど
も
の
多
く
は
、
障
害

に
関
係
な
く
、
家
庭
な
ど
の
成
育
環
境
に
原
因
が

あ
る
場
合
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
性
格
や
人
格
と

い
う
も
の
は
個
人
差
が
著
し
い
の
で
、
ど
の
子
は

健
常
で
、
ど
の
子
は
障
害
が
あ
る
と
明
確
に
区
別

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
原
因
が
障
害
な
の
か
環
境

な
の
か
不
明
な
子
ど
も
も
多
い
で
す
。 

 

し
か
し
、
中
に
は
、
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
障

害
の
た
め
に
、
本
人
や
親
が
必
死
で
努
力
を
し
て

も
、
正
常
に
行
動
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
周
囲
の

理
解
が
な
い
た
め
に
間
違
っ
た
方
向
へ
育
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。 

 

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
も
必
ず
成
長
し
ま
す
。
適

切
な
環
境
に
置
い
て
、
本
人
と
周
囲
が
努
力
す
れ

ば
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
は
成
長
し
（
早

さ
や
方
向
に
差
は
あ
り
ま
す
が
）
、
正
常
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し

て
、
周
囲
が
理
解
し
、
長
所
を
誉
め
、
短
所
は
根

気
よ
く
治
し
て
い
く
な
ど
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
立
派
に
成
長
す
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

　
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
む
凶
悪

な
事
件
が
多
発
す
る
中
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
守
っ
て
い
こ
う
と
、

鳥
取
小
学
校
（
土
出
嘉
弘
校
長
・

百
二
十
九
人
）
校
区
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
組
織
す
る
「
子

ど
も
見
守
り
隊
」（
八
十
二
人
）
が

こ
の
ほ
ど
結
成
さ
れ
、
二
月
二
十

三
日
に
児
童
と
の
対
面
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
同
校
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら

各
地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め

の
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

願
う
も
の
同
士
が
と
も
に
活
動
し

て
い
こ
う
と
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
公

民
館
、
区
が
中
心
と
な
っ
て
「
鳥

取
小
学
校
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
本
年
一
月
に
設
立
。
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地
域
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
下
校
時
を
中

心
と
し
て
立
ち
番
や
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
う
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
「
見
守
り
隊
」
は
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
の
立
ち
番

や
見
回
り
を
は
じ
め
、
隊
員
す
べ

て
の
家
庭
を
「
こ
ど
も
一
一
〇
番

の
家
」
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

車
に
は
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
張
り
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
な
ど
を
巡
回
。
ま
た
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
に
も
重
点
を
置
き
、

あ
い
さ
つ
運
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
隊
員
の
み
な
さ
ん
は
、

背
中
に
「
こ
ど
も
を
見
守
る
　
鳥

取
小
　
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ

た
お
揃
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
と
帽
子
を
身
に
つ
け
児
童

と
対
面
。
同
隊
長
の
吉
岡
功
光
さ

ん
（
弥
栄
町
木
橋
）
は
「
こ
の
地

域
か
ら
事
件
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
と
な
り
ま
す
」

と
力
強
く
話
さ
れ
、
児
童
を
代
表

し
て
児
童
会
長
の
今
井
優
也
く
ん（
六

年
生
）
が
「
『
子
ど
も
見
守
り
隊
』

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
安
心
し

て
登
下
校
で
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
同
隊
で
は
、
安
心
で
き
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
校
区
の
す
べ
て

の
家
庭
を
「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」

に
指
定
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。 

子どもたちと対面する 

　　　　隊員のみなさん 
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京丹後市の介護保険料 京丹後市の介護保険料 
介護保険とは 

介護保険の 
財 源 は 

介護保険料の 
決 め 方 は 

※所得段階別の被保険者数と保険料率で

補正した人数が51,591人になります。 

 本格的な高齢社会の中で、介護を必要とするかたが急速に増え、本人や家族にとって大

きな負担となっています。平成12年４月に創設された介護保険制度は、老後の最も大き

な不安要因となっている高齢者の介護を、社会全体で支えていく制度として定着してきま

した。 

　介護保険の財源は、国や府、

市の負担金（公費）と、40歳

以上のかたが納める保険料でま

かなわれています。保険料は介

護保険を円滑に運営していくた

めの大切な財源です。 

　介護保険料は、京丹後市で３年間に必要な介護サービス費用を、過去の給付実績や今後

の見込みを勘案して算出し、その費用がまかなえるように基準額を決定します。 

 平成18年度から平成20年度までの３年間で必要な介護サービスの総費用は、140億

1,118万円で、そのうち65歳以上のかたが負担する割合は19％になります。65歳以上の

かたの所得や75歳以上のかたの割合に応じて交付される「普通財政調整交付金」などで2

億8,296万円がまかなわれ、第１号被保険者（65歳以上のかた）は、平成18年度17,722人、

平成19年度17,841人、平成20年度18,067人で３年間の合計が53,630人と推測されます。 

140億円1,118万円 

 

３年間に京丹後市

で必要な介護サー

ビス総費用 

 

Ａ 

19％ 

 

65歳以上のかたの

負担分 

（26億6,212万円） 

 

Ｂ 

2億8,296万円 

 

財政調整交付金な

ど 

 

 

Ｃ 

51,591人（※） 

 

京丹後市の65歳以

上の被保険者数 

　　　　（３年間） 

 

Ｄ 

1億5,045万円 

 

介護給付費準備基

金の取り崩し 

 

 

Ｅ 

（A×B－C）／D＝46,100円 

Eの基金を取り崩して年額　43,200円になります 

国 
25.0%

国 25.0%
府 
12.5%

府 12.5%

市 
12.5%

市 12.5% 65歳以上の 
かたの保険料 
19.0%

65歳以上のかたの保険料 19.0%

40～64歳のかたの 
保険料 
31.0%

40～64歳のかたの保険料 31.0%

介護保険の財源 
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特 別 徴 収 
（年金からの天引き） 
対象者の拡大 

 平成平成1818年度から平成年度から平成2020年度までの京丹後市の介護保険料基準額は、年度までの京丹後市の介護保険料基準額は、年額年額43,20043,200円（月円（月

額3,6003,600円）円）と定めました。また、介護保険制度の改正により所得の低と定めました。また、介護保険制度の改正により所得の低いかたの負担を軽いかたの負担を軽

減するため、世帯の課税状況や本人の所得状況に応じて次減するため、世帯の課税状況や本人の所得状況に応じて次の８段階にわかれます。の８段階にわかれます。 

 平成18年度から平成20年度までの京丹後市の介護保険料基準額は、年額43,200円（月

額3,600円）と定めました。また、介護保険制度の改正により所得の低いかたの負担を軽

減するため、世帯の課税状況や本人の所得状況に応じて次の８段階にわかれます。 

対　象　に　な　る　か　た 

生活保護を受給しているかたおよび世帯全員が市町村民税非

課税で老齢福祉年金を受けているかた 

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税

年金収入額が80万円以下のかた 

世帯全員が市町村民税非課税であって、第２段階以外のかた 

世帯のだれかに市町村民税が課税されているが、本人は市町

村民税非課税のかた 

本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満

のかた 

本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上

350万円未満のかた 

本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が350万円以上

500万円未満のかた 

本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が500万円以上

のかた 

 平成17年度税制改正では、高齢者のかたの非

課税限度額（65歳以上のうち、前年の合計所得

金額が125万円以下の場合の個人の非課税措置）

が廃止されました。これにより、住民税非課税

から課税となる場合があります。 

 この非課税限度額の廃止に関しては、税制で

２年間の経過措置があり、介護保険でも所得が

変わらないのに利用者負担や保険料が大きく変

わらないように激変緩和措置が講じられます。 

　対象者は、「平成17年度の税制改正により、市

町村民税非課税者から課税者になり、保険料段階

が上昇するかた」、または「世帯主または世帯員

が平成17年度の税制改正によって新たに課税者

になったことにより、市町村民税世帯非課税から

世帯課税となり保険料段階が上昇するかた」で、

本来の保険料段階に２年間で移行するように段階

的に引き上げます。 

 特別徴収の対象は、「老齢または退職」を支給事由とする年金給付で年額18万円以上を

受給されているかたに限られていましたが、今回の改正で「死亡または障害」を支給事由

とする年金給付（遺族年金、障害年金）まで拡大されました。 

※老齢福祉年金、寡婦年金、恩給などについては、従来どおり特別徴収の対象となりませ

ん。 

※前年度中に65歳になったかたは、受給している年金額に関係なく、9月分まで普通徴収

となります。 

※特別微収は、社会保険庁から年金が支給される前に介護保険料が差し引かれ、市に直接

納付されます。 

所得段階 

 

第１段階 

 

第２段階 

 

第３段階 

 

第４段階 

 

第５段階 

 

第６段階 

 

第７段階 

 

第８段階 

所得段階別

の保険料 

12,900円 

 

21,600円 

 

30,200円 

 

43,200円 

 

54,000円 

 

64,800円 

 

75,600円 

 

86,400円 

基準額に 

対する割合 

0.30 

 

0.50 

 

0.70 

 

1.00 

 

1.25 

 

1.50 

 

1.75 

 

2.00

基準額 

（年額） 

 

 

 

 

 

 

43,200円  

介護保険料 
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保険料を納めないでいると  保険料を納めないでいると、その期間に応じて次のようになります。  

要介護５ 

要介護４ 

要介護３ 

要介護２ 

要介護１ 

要支援２ 

要支援１ 

非該当または機能低下

などが心配されるかた 

生活機能の改善や状態が悪化しないように、介護予防サービス（※１）

を利用することができます。 

「地域支援事業」として提供する介護予防サービス（※２）を利用

できます。 

　介護認定は、従来の非該当、要支援、要介

護１～５までの７区分から、要支援を要支援１・

２に細分化され、利用できるサービスも状態

区分により変わります。 

※１　要支援１・２と認定されたかたは、心身の状態が維持改善される可能性が高い

かたで、生活機能の維持・向上を目的とした介護予防サービスです。 

※２　要支援・要介護状態にならないように、生活機能などの低下しているかたを対

象として、心身の状態の悪化を防ぐことを目的とした介護予防サービスです。 

従来どおりの介護サービスが利用できます。 

平成18年度から介護保険制度が大幅に見直されました 

1年6か月以上 1年以上 2年以上 

　サービス利用料をいった

ん全額自己負担し、申請に

よって保険給付分（9割）

が支払われます。 

　保険給付の一部または、

全部が一時的に差し止めと

なります。なお、滞納が続

く場合は、差し止めた保険

給付額から滞納分にあてる

ことがあります。 

　利用者負担が１割から３

割に引き上げられたり、高

額介護サービス費（利用者

負担が一定額を超えた場合

に支給される費用）が受け

られなくなったりします。 

普通徴収の 
対 象 者 

 特別徴収に該当しないかた、あるいは年金受給額が年間18万円以上のかたでも、次の

場合は、普通徴収で保険料を納めます。 

 ●65歳になった最初の年度 

 ●他の市町村から転入した年度 

 ●税の修正申告などにより所得段階が変更となった年度 

 ●4月1日時点で年金を受給していなかった年度 

 ●年金担保、差し止めなどで年金が停止（一部停止を含みます）した場合 

 ●現況届の遅延や提出忘れ 

 　　*特に現況届の遅延により、特別徴収が停止になる場合が多くなっています。 

　　　*普通微収は、納付書または講座振替による納付です。 
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地域密着型サービス 

　介護サービスは、全国一律のサービスでしたが、地域の実情に応じた柔軟なサービスが提供できる

ように「地域密着型サービス」が始まりました。 

 「地域密着型サービス」は、要介護状態になっても、住み慣れた地域でいきいきと生活を続けられ

るように、市内を旧町ごとの６つの生活圏域にわけてサービス拠点をつくり、サービスの提供を行う

ものです。 

地域包括支援センター 

　高齢者のかたが、住み慣れた地域でいきいきと生活できるように、さまざまな支援を行う地域介護

の中核拠点です。（センターは高齢者福祉課内に設置し、分室を峰山市民局を除いた５市民局の市民

福祉課に設けます） 

　従来は、住宅改修を行った後に、施行前後の写真などの必要書

類を添付した申請書の提出で審査し、給付費を支給していました

が、４月から事前の申請が必要になりました。 

福祉用具の購入 

住　宅　改　修 

　従来は、該当する品目であれば、購入する事業者などの指定はありませんでしたが、４月からは指

定を受けていない事業者から購入した場合は、保険給

付の対象となりませんので、あらかじめ指定を受けた

事業者でご購入ください。 

地域包括支援センターでは、次のような業務を行います。 

 ●総合相談支援 

 　高齢者のかたやそのご家族、地域住民のみなさんからさまざ

まな相談を受け、どのような支援が必要かを把握し適切なサ

ービスにつなぎます。 

  

●介護予防ケアマネジメント 

　 介護が必要な状態になることを予防するための「介護予防サービス」の適切な実施のために、

サービス利用計画（ケアプラン）の作成を行い、サービス実施後に効果を評価し必要に応じて

メニューの見直しを行います。　　　　　 

  

 ●権利擁護 

 　高齢者虐待への対応、悪質な訪問販売などによる消費者被

害の防止、成年後見制度の活用などの相談を行います。 

  

 ●包括的・継続的ケアマネジメント 

　 心身の状態やその変化に合わせて、必要なサービスが提供されるようにケアマネジャーへの指

導・助言や、医療機関などの関係機関との調整を行います。 

指定 
事業者 
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国保について知ろう！国保について知ろう！ 国保について知ろう！ 
　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険などに加入して

いないかたに医療を保障する大切な制度です。 

　日本では、すべてのかたが生まれたときから死ぬまで、い

つでもいずれかの医療保険に加入することになっています。

（国民皆保険） 

あなたの一生と国民皆保険 

あなたが医療を受ける制度は 

生まれる 

両親など扶養者の加入する医療保険で医療を受けます 

（会社員：健康保険、自営業：国民健康保険　など） 

職場の医療保険 

就職 

退職 

自営業など 

国民健康保険 

地域の医療保険 

船員 

船員保険 

公務員など 

共済組合 

会社員など 

健康保険 

退職者医療制度 
職場の健康保険などに最長２年まで継続
して加入することができます。（任意継続） 

75歳（昭和７年９月30日以前に生まれたかたは70歳）以上のかたと、65歳以上で一定の障
害のあるかたは、老人保健制度で医療を受けます。ただし、医療保険の資格はそのままです。 

老人保健制度 

現在、国保の保険証を持っている 

国保に加入するかた 

○自営業のかた　　○農業・漁業従事者 

○パート・アルバイトのかたや退職したかたなど、

職場の健康保険などに加入していないかた 

○外国人登録を行っていて、日本に１年以上滞在

するかた 

職場の健康保険によ

り医療を受けます。

退職したときには、

国保に加入の届け

出が必要です。 

14日以内に行って

ください。 

職場の健康保険の保険証を持っている 

※生活保護を受けているかたは、医療保険には加

入せず、生活保護法により医療扶助を受けます。

生活保護の対象になったときや生活保護を受け

なくなったときには、国保に脱退・加入の届け

出が必要です。 

職場の健康保険に加入

せず、生活保護も受け

ていないかたは、必ず

国保に加入することに

なります。すぐに市民

局市民福祉課で届け出

を行ってください。 

70歳以上で、昭和７年

９月30日以前の生ま

れ、または65歳以上で

一定の障害がある。 

国民健康被保険者証と

老人保健医療受給者証

で医療を受けます。 

70歳からは、国民健康

被保険者証と高齢受給

者証で医療を受け、老

人保健の対象者と同じ

ように医療費の自己負

担の割合がかわります。 

退職者医療制度で医療

を受けます。（医療費

の自己負担の割合は一

般の国保と同じです）

該当したら届け出をし、

「国民健康保険退職被

保険者証」を受け取り

ましょう。 

一般の国保で医療を受

けます。 

70歳以上で、昭和７年

10月１日以降の生ま

れである。 

長年勤めた会社などを

退職し、職場で20年

以上（または40歳以

降に10年以上）加入

した年金から、老齢（退

職）年金を受給してい

る。または、そのかた

の扶養家族である。 

年
金
証
書
を
受
け
と
っ
た
ら

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
！ 

はい はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 
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加入・脱退の届け出加入・脱退の届け出 加入・脱退の届け出 

脱退の届け出が遅れるとこんなトラブルが… 
　資格がないのにうっかり国保の保険証で医療

機関にかかったときには、国保が負担した医療

費を、後で国保へ返すことになります。 

●退職し、職場の健康保険などを脱退したとき 

　【届け出に必要なもの：健康保険などを離脱した

証明書、印鑑】 

加入の届け出が遅れるとこんなトラブルが… 
　国保資格ができた月の分から保険税がかかり

ますので、届け出が遅れたときは、資格ができ

た月の分までさかのぼって保険税が徴収されます。

また、その間の医療費は、原則として全額自己

負担となります。 

●生活保護を受けなくなったとき 

　【届け出に必要なもの：保護廃止・停止決定通知

書、印鑑】 

●子どもが生まれたとき 

　【届け出に必要なもの：保険証、印鑑】 

●死亡したとき 

　【届け出に必要なもの：保険証、印鑑】 

●就職し、職場の健康保険などに加入したとき 

　【届け出に必要なもの：国保と健康保険の保険証、

印鑑】 

●生活保護を受けるようになったとき 

　【届け出に必要なもの：保護開始決定通知書、保

険証、印鑑】 

加入するとき 

保険証を大切に 

そのほか届け出が必要なとき 

脱退するとき 

国保では、届け出などの手続きは、すべて各自の責任で行わなければなりません。 

次のようなときには、忘れずに14日以内に届け出を行ってください。 

退職者医療制度に該当したとき 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

住所、世帯主、氏名などがかわったとき 

保険証をなくしたり、汚して使えなくなったとき 

修学のため、お子さんが他の市町村に住むとき 

長期出張などで別個の保険証が必要なとき 

保険証、年金証書、印鑑 

保険証、印鑑 

保険証、印鑑 

保険証、身分を証明するもの、印鑑 

保険証、在学証明書など、印鑑 

保険証、印鑑 

届け出に必要なもの 

　加入の届け出をすると、保険証が交付されます。 

　保険証は、国保に加入している証明書であるとともに、

医療機関での受診券にもなります。 

　大切に取り扱いましょう。 

※詳しくは、市民局市民福祉課または医療保険課（☎69-0220）へお問い合わせください。 

●記載事項にまちがいがないか確認しましょう。 

●コピーしたもの、有効期限のきれたものは使え

ません。 

●貸し借りはできません。罰せられます。 

●国保を脱退するときは、必ず市に保険証を返却

してください。 
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久
美
浜
病
院
玄
関
横
に
設
置
さ
れ
て
い
る

処
方
せ
ん
フ
ァ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー 

多くの利用者がある「放課後児童クラブ」（写真

は峰山放課後児童クラブ） 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
を 

午
後
６
時
30
分
ま
で
に
し
て
ほ
し
い 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
仕
事
を
終
え
て
迎
え
に
い
く
と
保
育
終

了
時
間
の
六
時
ギ
リ
ギ
リ
か
過
ぎ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

　
保
育
時
間
が
六
時
三
十
分
ま
で
に
な
ら
な

い
も
の
で
す
か
？ 

　
保
育
料
を
毎
月
振
り
込
む
こ
と
と
な
る
と
、

そ
の
都
度
金
融
機
関
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
動
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
せ
ん

か
？ 

【
市
内
・
男
性
】 

ご
意
見
を
踏
ま
え
可
能
な
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
「
保
護
者
の
就

労
な
ど
に
よ
リ
放
課
後
の
家
庭
保
育
が
欠
け

る
児
童
に
対
し
、
適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活

の
場
を
与
え
る
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
授
業

終
了
後
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
ま
た
、
長
期

休
業
時
（
夏
休
み
な
ど
）
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。 

　
保
護
者
の
勤
務
時
間
や
勤
務
場
所
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
午
後
六
時
と
い
う
終
了
時
間

に
つ
い
て
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
開
設
時

間
を
延
長
す
る
と
な
る
と
、
指
導
員
の
体
制

や
経
費
、
ま
た
、
利
用
料
の
負
担
の
問
題
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能

な
の
か
、
今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
利
用
料
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
納

付
書
に
よ
る
納
付
の
不
便
さ
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
自
動
引
き

落
と
し
を
希
望
す
る
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
十
八
年
四
月
分
の

利
用
料
か
ら
自
動
引
き
落
と
し
が
利
用
可
能

と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
要
望
や
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

久
美
浜
病
院
の
院
内
に 

民
間
薬
局
を
入
れ
て
は
ど
う
か 

　
久
美
浜
病
院
で
は
院
外
処
方
に
な
り
、
院

内
の
薬
局
が
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
病

気
の
人
や
足
の
不
自
由
な
人
は
、
少
し
の
距

離
で
も
歩
く
の
が
大
変
で
す
。
院
内
に
民
間

の
薬
局
を
入
れ
て
、
歩
く
距
離
を
今
ま
で
ど

お
り
と
し
て
ほ
し
い
。
薬
局
で
も
ら
う
薬
の

説
明
書
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
副
作
用
の

説
明
が
な
く
わ
か
り
に
く
い
。 

【
市
外
・
男
性
】 

薬
局
は
医
療
機
関
か
ら
の
独
立
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
困
難
で
す 

　
院
外
処
方
と
な
り
、
患
者
さ
ん
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の

と
お
り
院
外
で
薬
を
処
方
す
る
こ
と
は
、
患

者
さ
ん
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
患
者
さ
ん
の
薬
の
一
元
管
理
、
服
薬

指
導
な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
薬
局
に
処
方
せ
ん
を
あ
ず
け
、

後
で
受
け
取
っ
た
り
、
処
方
せ
ん
を
持
参
す

れ
ば
本
人
で
な
く
て
も
調
剤
し
て
も
ら
え
た

り
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
病

院
に
は
、
処
方
せ
ん
を
薬
局
に
送
る
た
め
の

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
そ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ご
意
見
で
は
「
院
内
に
民
間
の
薬
局
を
入

れ
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
薬
局
は
、
医
療
機

関
か
ら
経
済
的
、
機
能
的
、
構
造
的
に
独
立

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
法
律
、
規
則
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
院
内
に
薬
局
を
入

れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

　
薬
の
説
明
書
の
「
副
作
用
」
の
表
記
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。
調
剤

薬
局
に
よ
り
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
の
説
明
書
に
も
副
作
用
の
表
記
は
あ

り
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
調
剤
薬
局
に
対
し
さ
ら
に

詳
し
い
説
明
に
向
け
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。 

【
久
美
浜
病
院
】 

新
し
い
活
用
方
法
で 

丹
後
ち
り
め
ん
の
復
活
を 

　
京
丹
後
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
丹
後
ち
り

め
ん
は
、
昔
と
比
べ
生
産
量
、
認
知
度
な
ど

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
先
日
、
あ
る
鞄
メ
ー
カ
ー
が
丹
後
ち
り
め 

 
Ｑ 

 
Ｑ 

 
Ｑ 

Ａ 

Ａ 
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ご意見のあった道路。大型車とのすれ違いは、

路肩に完全に退避しないとできない状態 

夜間に学校体育館を利用しバレーボールの練習

をする社会人チーム 

ん
を
使
用
し
た
製
品
を
販
売
し
て
お
り
、
人

気
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
伝
統
産
業

も
使
い
方
次
第
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
新
し
い
活
用
法
と
し

て
、
既
存
の
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
も

の
づ
く
り
に
市
が
公
的
支
援
を
す
る
な
ど
し

て
丹
後
ち
り
め
ん
の
復
活
を
め
ざ
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
鞄
は
、
丹
後
に
は
お
い

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
丹
後
の
伝
統
産
業

の
製
品
を
使
用
し
て
い
る
の
に
地
元
に
な
い

の
は
さ
み
し
い
と
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

関
連
産
業
振
興
の
た
め
の 

協
議
会
を
設
立
予
定
で
す 

　
ご
意
見
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
鞄
メ
ー
カ

ー
の
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
京
丹
後

市
内
の
鞄
製
造
業
者
の
提
案
で
開
発
・
販
売

さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
内
織
物
業
者
の
製
品

を
使
用
し
た
商
品
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
丹
後
織
物
工
業
組
合
を

中
心
に
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用
し
た
洋
服

地
を
は
じ
め
、
そ
の
他
小
物
関
連
商
品
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
も
平
成
十
八
年
度

か
ら
、
着
物
に
と
ら
わ
れ
な
い
関
連
産
業
総

合
振
興
の
た
め
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
全
国
の
絹
織
物
産
地
の
現
状
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
各
産
地
と
も

生
き
残
り
を
か
け
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
参
考
と
な
る
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
ご
意
見
に
あ
る
鞄
メ
ー
カ
ー
は
鞄

専
門
店
の
み
と
取
り
引
き
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
近
隣
で
は
、
鞄
専
門
店
が

な
い
た
め
、
同
メ
ー
カ
ー
の
丹
後
ち
り
め
ん

を
使
用
し
た
鞄
は
販
売
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
し
く
は
京
都
市
内

の
販
売
店
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

【
商
工
振
興
課
】 

学
校
体
育
館
の
使
用
料
が
高
い
。 

安
く
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
学
校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

一
回
の
使
用
料
が
八
百
円
は
高
す
ぎ
る
。
夜

八
時
か
ら
十
時
ま
で
の
短
時
間
の
使
用
で
あ

り
、
安
く
す
る
か
無
料
に
な
ら
な
い
か
。 

【
無
記
名
】 

施
設
の
維
持
管
理
費
で
す
の
で 

ご
理
解
く
だ
さ
い 

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
学
校
教
育
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
屋
内
運
動
場
な
ど
の
学

校
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 

　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
午
前
、
午
後
、
夜

間
の
三
区
分
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八
百
円
の
統

一
使
用
料
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
体
育
館
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
電
気
代

な
ど
の
維
持
管
理
費
が
必
要
で
す
。
こ
の
費

用
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
い
て
、

利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
参
考
に
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
で
は
「
午
後
八
時
か
ら
十
時
の
短

時
間
の
使
用
」
と
あ
り
ま
す
が
、
「
夜
間
」

に
つ
い
て
は
、
午
後
六
時
か
ら
十
時
と
し
定

め
て
、
使
用
料
を
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。 

【
社
会
教
育
課
】 

久
美
浜
町
関
地
区
の 

府
道
拡
幅
を 

　
久
美
浜
町
関
地
区
の
郵
便
局
付
近
は
、
普

通
車
同
士
の
す
れ
違
い
も
恐
く
て
、
前
か
ら

車
が
く
る
と
広
い
と
こ
ろ
で
待
つ
か
、
徐
行

が
必
要
で
す
。
歩
道
付
き
の
二
車
線
道
路
に

し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

【
無
記
名
】
　 

引
き
続
き
府
に
対
し
て 

粘
り
強
く
要
望
し
ま
す 

　
ご
意
見
の
あ
っ
た
道
路
を
含
め
市
内
に
は

多
く
の
国
道
・
府
道
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は

道
路
を
管
理
す
る
府
丹
後
土
木
事
務
所
に
お

願
い
し
て
、
計
画
的
な
道
路
改
良
事
業
な
ど

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
要
望
個
所
が
あ
る
な
か
で

直
ち
に
す
べ
て
の
要
望
に
沿
う
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
府
に
対
し
て
引
き
続
き
粘
り
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
が
、
狭
い
道
路
を
通

行
さ
れ
る
際
に
は
、
交
通
事
故
の
発
生
を
避

け
る
た
め
、
道
路
・
交
通
の
状
況
に
あ
わ
せ

た
安
全
運
転
に
つ
い
て
の
ご
理
解
や
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
例
年
、
各
区
長
に
区
と
し
て
の
要

望
事
項
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
市
に

要
望
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
本
件
の
道
路
拡
幅
も
、
地
元
区
か
ら
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
に
つ
い
て
は
、
区
を
通
じ
て
ご

相
談
い
た
だ
く
な
ど
の
方
法
も
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

【
土
木
課
】 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
二

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
二 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
二

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
二 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
二 

〜
弥
栄
町

〜
弥
栄
町 

　
　
　
溝
谷
神
社
石
燈
籠
（
み
ぞ
た
に
じ
ん
じ
ゃ
い
し
ど
う
ろ
う
）

　
　
　
溝
谷
神
社
石
燈
籠
（
み
ぞ
た
に
じ
ん
じ
ゃ
い
し
ど
う
ろ
う
）
〜 

〜
弥
栄
町 

　
　
　
溝
谷
神
社
石
燈
籠
（
み
ぞ
た
に
じ
ん
じ
ゃ
い
し
ど
う
ろ
う
）
〜 

溝谷神社石燈籠 

総務大臣表彰を受賞総務大臣表彰を受賞 京丹後市明るい選挙推進協議会京丹後市明るい選挙推進協議会 総務大臣表彰を受賞 京丹後市明るい選挙推進協議会 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
匡
夫
会
長 

　
昨
年
九
月
十
一
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

お
い
て
、
公
正
で
明
る
い
選
挙
活
動
の
推
進
に
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
た
「
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」（
松
田

匡
夫
会
長
・
三
十
二
人
）
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

三
月
三
日
に
奥
田
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
丹
後
地
方
事
務

局
長
（
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
）
か
ら
表
彰
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し
て
豊
か

な
政
治
意
識
と
高
い
選
挙
道
徳
を
身
に
つ
け
「
明
る
い
選
挙
」

の
推
進
を
図
ろ
う
と
、
新
市
誕
生
後
の
平
成
十
六
年
十
二
月

に
結
成
。 

　
選
挙
時
に
お
け
る
街
頭
啓
発
を
は
じ
め
、
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
募
集
や
、
公
正
な
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
一
年
を
通
し
て
献
身
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
合
併
に
よ
り

広
大
と
な
っ
た
市
域
に
お
い
て
、
投
票
日
の
周
知
や
投
票
参

加
の
呼
び
か
け
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
府
内
の
民
間
団
体
で
は
八
木
町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
と
も
に
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
松
田
会
長
は
「
こ
の

よ
う
な
表
彰
を
受
賞
さ

せ
て
い
た
だ
き
驚
い
て

い
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
公

正
で
明
る
い
選
挙
の
推

進
に
、
委
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
」
と

受
賞
の
喜
び
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
月
は
、
溝
谷
（
み
ぞ
た
に
）

神
社
境
内
に
あ
る
石
燈
籠
（
い
し

ど
う
ろ
う
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

弥
栄
町
溝
谷
（
外
村
・
と
の
む
ら
）

に
あ
る
溝
谷
神
社
は
、
延
長
五
年
（
九

二
七
年
）
に
記
さ
れ
た
『
延
喜
式
』

に
は
、
「
竹
野
郡
十
四
座
」
の
中
に

「
溝
谷
神
社
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

古
く
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
は
、

溝
谷
・
外
村
・
等
楽
寺
（
と
う
ら

く
じ
）
の
三
集
落
の
産
土
神
（
う

ぶ
す
な
が
み
）
と
し
て
、
地
域
の

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

御
祭
神
は
、
新
羅
（
し
ら
ぎ
）

大
明
神
と
奈
具
（
な
ぐ
）
大
明
神
、

天
照
大
神
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

新
羅
大
明
神
は
、
須
佐
之
男
命
（
す

さ
の
お
の
み
こ
と
）
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
来
は
そ
の
名
の

よ
う
に
朝
鮮
半
島
と
関
係
し
た
神

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

石
燈
籠
は
、
現
在
、
本
殿
の
建

っ
て
い
る
場
所
か
ら
石
段
で
一
段

下
り
た
平
坦
面
の
向
か
っ
て
右
側

に
あ
り
ま
す
。
社
伝
で
は
、
明
智

光
秀
が
奉
納
し
た
も
の
と
伝
え
て

い
ま
す
が
、
つ
く
ら
れ
た
時
期
は

さ
ら
に
古
い
も
の
で
す
。 

 

石
燈
籠
は
、
花
崗
岩
製
で
、
総

高
二
三
一
・
四
　
メ
ー
ト
ル
。
基

礎
は
正
八
角
形
で
、
側
面
に
彫
り

物
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
に
、

蓮
華
文
（
れ
ん
げ
も
ん
）

を
あ
し
ら
っ
た
敷
座
（
し

き
ざ
）
を
つ
く
り
、
円
筒

形
の
竿
（
さ
お
）
が
の
っ

て
い
ま
す
。
竿
の
上
に
は

蓮
華
文
を
あ
し
ら
っ
た
中

台
（
ち
ゅ
う
だ
い
）
を
置
き
、

そ
の
上
に
火
を
灯
す
火
袋
（
ひ

ぶ
く
ろ
）
が
の
っ
て
い
ま
す
。
火

袋
の
上
に
の
る
笠
は
、
八
方
向
に

蕨
手
（
わ
ら
び
て
）
が
伸
び
て
い

ま
す
。 

 

竿
の
部
分
に
制
作
さ
れ
た
年
次

や
奉
納
し
た
人
物
名
を
記
し
た
銘

文
が
刻
ま
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
溝
谷
神
社
の
石
燈
籠
に

は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

正
確
な
制
作
年
代
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
全
体
の
特
徴
か
ら
見
て
鎌

倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

全
体
的
に
風
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
保
存
状
態
も
よ
く
、
現
在

は
覆
屋
の
中
に
保
存
さ
れ
、
鎌
倉

時
代
の
優
美
な
姿
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
溝
谷
神
社
の
石
燈

籠
は
、
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
よ
く
示
す
石

造
工
芸
品
と
い
う
点
か
ら
、
平
成

十
三
年
三
月
二
十
三
日
付
け
で
京

都
府
指
定
文
化
財
（
工
芸
品
）
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

セ
ン 

チ 

平成18年４月 広報きょうたんご 

34

市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

４月の休館日 
17日（月）・24日（月）・29日（土） 

５月の休館日 
１日（月）・３日（水）・４日（木） 

５日（金）・８日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の４月10日以降、次号発行日
の５月10日までを掲載しています。 

 中学生の時（約55年前）に習った詩の一節「杏咲く

さびしき田舎」を記憶しているが、あらゆる範囲で調

べたけれど詩全体がわからない。美しい詩だったので

知りたいというお問い合わせがありました。何とかし

たいと府立図書館のレファレンスをたどると佐藤春夫

の詩集「車塵集」の中の詩であることが判明。さらに

漢詩の翻訳であることもわかりました。依頼されたか

たにお伝えすると、たいへん喜ばれました。 

 遠い昔の一片の記憶から詩のすべてがわかるという

この時代の驚きのひとこまでした。 

 丹後図書室の入口が変わりました。 

　丹後地域公民館１階の廊下側２番目の入口をご利用

ください。 

　より利用しやすい図書室となるように、カウンター

や書架の配置もかえました。わからないことがありま

したら、お気軽に職員に声をかけてください。 

 今年のゴールデンウイークの期間中、図書館は
５月１日から５日続けて休館となりますので、利
用者のかたの利便を図るため、本館（峰山図書館・
あみの図書館）のみ５月２日（火）は開館します。
ぜひ、ご利用ください。（５月２日に予定してい
ました館内整理日は５月1日に行います） 

　「水彩風景」　　佐藤春夫 

杏咲くさびしき田舎 

川添ひや家おちこち 

入日さし人げもなくて 

麦畑にねむる牛あり 

　春は入園、入学、入社と新しい始まりの季節でもあります。 
 　図書館では、生活に役立つ本や春の自然を楽しむ本などを揃えています。  
 ぜひ一度、図書館へお立ち寄りください。 

こんなこともできます！こんなこともできます！ こんなこともできます！ 

読み聞かせ読み聞かせ 
ボランティア研修会＆交流会ボランティア研修会＆交流会 
読み聞かせ 
ボランティア研修会＆交流会 

5月２日（火） 

峰山図書館およびあみの図書館は臨時に開館 

 ４月からおはなしのじかん「ちっちゃなおてて」を

始めます。 

 ボランティアグループ「手をつなごう」のみなさん

が、絵本をはじめ紙芝居やパネルシアターなどにより

さまざまなお話を聞かせてくれます。 

　第２・第４火曜日の10：

30に「絵本のコーナー」

にお集まりください。（第

４火曜日は、お話の後に工

作教室を開きます）親子そ

ろってお楽しみください。 

大宮図書室 

丹後図書室 

 岡崎義子さんを講師に招き、２月26日に「読み聞か

せボランティア研修会＆交流会」を開催しました。 

 研修会は「わらべうたと絵本のたのしみ」と題して、

子育て、保育現場、地域文庫などで30年余りの豊富な

経験をもとに、あそびの中で歌い継がれてきたわらべ

うたのすばらしさを紹介しながら岡崎義子さんが講演

されました。 

　岡崎さんが歌われると会場のみなさんは、その心地

よさにうっとりし、豊かな時間を過ごしました。 

　その後、市

内の読み聞か

せボランティ

ア団体（９団

体）がそれぞ

れの活動を紹

介し、交流を

深めました。 
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人口・世帯数

男　　　31,329人

女　　　33,761人

計　　　65,090人

世帯数　22,007世帯

　　（３月１日現在）

2006ウエスタンリーグ公式戦

サーパス（オリックス・バッファローズ）ＶＳ阪神タイガース

京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
進
め
る
「
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ

ー
」（
中
江
平
治
会
長
・
二
十
六
人
）
の
み
な
さ
ん
が
、
環
境
保

全
意
識
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
の
た
い
へ
ん
さ
を
実
感
し
て
も

ら
お
う
と
、「
ご
み
」
を
再
利
用
し
て
「
自
転
車
発
電
機
」
を

製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
転
車
発
電
機
」
は
、
網
野
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
を
材
料
と
し
て
、
昨
年
十
月
か
ら
約
五
十
時
間
を
か
け

電
気
に
詳
し
い
市
職
員
と
と
も
に
製
作
し
た
も
の
で
、
製
作
費

は
ペ
ン
キ
や
ネ
ジ
代
な
ど
約
四
千
円
。
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
電
気

を
発
生
さ
せ
、
前
部
に
取
り
付
け
た
電
球
を
つ
け
る
こ
と
を
は

じ
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
で
つ
な
い
だ
電
化
製
品
な
ど
を
稼
働
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
同
発
電
機
は
、
三
月
三
日
に
島
津
小
学
校
（
東
垣
茂
男
校

長
・
百
十
一
人
）
の
五
・
六
年
生
（
四
十
二
人
）
を
対
象
に
開

催
し
た
「
ち
び
っ
こ
環
境
学
習
会
」（
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

主
催
）
で
、
は
じ
め
て
披
露
。

　
児
童
た
ち
は
、
京
都
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
の
職
員
と
京
丹
後
市
内
在

住
の
京
都
府
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
か
ら
温
暖
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
影
響
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、「
自

転
車
発
電
機
」
に
挑
戦
。
五

人
の
代
表
が
次
々
と
一
生
懸

命
に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
、
よ
う

や
く
ラ
ジ
カ
セ
の
音
が
鳴
る

と
拍
手
が
お
こ
る
な
ど
、
普

段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
電

気
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で

発
電
す
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
を
体
感

ごみを再利用して自転車発電機を製作ごみを再利用して自転車発電機を製作ごみを再利用して自転車発電機を製作

　丹後の春の風物詩「ウエスタンリーグ公式戦」。
　今年のカードは、「サーパス（オリックス・バ
ファローズ）」対「阪神タイガース」の２連戦で
す。迫力あるプロスポーツの醍醐味を、ぜひ味
わってください。
　前売券は、マイン総合案内所、峰山町内スポ
ーツ店、峰山駅キヲスク、教育分室などで販売
しています。

大　人（中学生以上） 1,300円（当日1,500円）
子ども（小学生）   500円（当日700円）

大　人（中学生以上）   600円（当日700円)
子ども（小学生）   300円（当日400円）

内野席

外野席

入場料 ※小学生未満は無料です

４月22日（土）・23日（日）

１軍観戦チケットが当たる！！

橘中学校１年生　岡田知晃くん（網野町浜詰）
第28回全国ＪＯＣジュニアオリンピックに出場

　橘中学校の岡田知晃くん（網野町浜詰）が、東京辰巳国
際水泳場で行われた「第28回全国ＪＯＣジュニアオリン
ピックカップ春季水泳競技大会」（日本水泳連盟主催・３月
26日～30日）の自由形100mＣクラス（11歳～12歳）に
初出場を果たしました。
　岡田くんは、３歳から水泳をはじめ、小学校５年生ごろ
からメキメキと力をつけ数々の大会で上位に入賞。今年２
月に京都市で行われた「冬季
室内水泳競技大会」で標準記
録（57秒20）を突破する大
会新記録で優勝し、京丹後市
域からは10年ぶりの快挙と
なる全国大会への切符を手に
しました。
　岡田くんは「タイムをのば
すためこれからも一生懸命が
んばります」と力強く話して
くれました。


